
近
代
文学
の
「
学
」
と
し
て
の

ー
ー
「
漱
石
研
究
」
の
こ
と

鳥
　
井
　
正
　
晴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
（
昭
和
2
年
7
月
）
が
、
辞
世
の
句
で
あ
る
。

　
　
　
　
　　一

『漱
石
全塞
の
刊
行
と
、
詳
伝
』
の
登
場
　
　
　
○
ま
た
・
漱
墓
集
刊
行
会
編
集
に
よ
る
・
第
亘
配
本
『
碧
全
集
（
虞

　
　
　
小宮
豊
隆
（
明
治
1
7
年
生
ま
れ
。
東
京
帝
国
大
学
独
文
科
卒
業
。
慶
応
大
学
　
　
　
　
　
美
人
草
・
坑
夫
）
』
第
四
巻
（
昭
和
日
年
1
0
月
）
か
ら
、
第
一
九
回
配
本

　
　
文
学
部
講
師
。
明
治
4
4
年
東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
創
設
に
際
し
、
赴
任
す
　
　
　
　
　
『
漱
石
全
集
（
総
索
引
）
』
第
十
九
巻
（
昭
和
1
2
年
1
0
月
）
に
完
結
す
る
、

　
　
る
。
独
文
学
者
、
評
論
家
。
）
の
、
『
漱
石
全
集
』
編
集
と
、
『
夏
目
漱
石
』
、
　
　
　
　
　
『
漱
石
全
集
』
全
十
九
巻
（
岩
波
書
店
）
の
編
集
に
は
、
豊
隆
が
中
心
と

　
　

『漱
石
の
芸
術
』
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
っ
て
多
大
の
尽
力
を
注
い
で
い
る
。
右
全
集
は
以
後
、
通
称
『
決
定
版

　
　
1
　
『
漱
石
全
集
』
の
刊
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漱
石
全
集
』
と
呼
び
名
さ
れ
る
。

　
　
　

大
正
5
年
（
1
9
1
6
年
）
1
2
月
9
日
、
漱
石
が
没
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
屋
の
商
業
上
「
決
定
版
」
と
通
称
さ
れ
る
が
、
も
と
よ
り
決
定
版
で
は
な

　
　
　

○小
宮
豊
隆
は
、
翌
6
年
か
ら
、
『
漱
石
全
集
』
の
編
集
と
校
正
に
没
頭
　
　
　
い
。

　
　
　
　
し
、
大
正
8
年
に
『
漱
石
全
集
』
全
十
四
巻
（
岩
波
書
店
）
を
完
結
さ
せ
　
　
　
　
荒
　
正
入
の
「
夏
目
漱
石
の
研
究
と
批
評
」
（
「
日
本
近
代
文
学
」
第
2
3
集
、

　
　
　
　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
5
1
年
1
0
月
）
に
、
次
の
諌
言
が
あ
る
。

　
　
　
＊
大
正
1
1
年
7
月
9
日
、
森
　
鴎
外
（
6
0
歳
）
没
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
学
の
研
究
で
の
実
証
も
、
結
局
は
、
絶
対
に
向
っ
て
無
限
に
接
近
す

　
　
　
＊
大
正
1
5
年
（
1
9
2
6
年
）
1
2
月
器
日
、
天
皇
崩
御
（
4
7
歳
）
。
「
昭
和
」
　
　
　
　
る
相
対
的
で
あ
る
。
本
文
校
訂
が
ど
ん
な
に
完
全
な
も
の
に
な
っ
て
も
、

　
　
　
　
と
改
元
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
決
定
版
と
い
う
も
の
は
な
い
。
『
聖
書
』
は
そ
の
最
も
著
し
い
例
で
あ

　
　
　
＊
昭
和
2
年
7
月
2
4
日
、
芥
川
龍
之
介
（
3
5
歳
）
が
、
睡
眠
薬
自
殺
す
る
。
　
　
　
　
　
る
。
（
中
　
略
）
た
だ
し
、
『
聖
書
』
だ
け
は
違
う
。

万

　
　
　

「ぼ
ん

やり
し
た
不
安
」
を
言
う
。
「
水
演
や
鼻
の
先
だ
け
暮
れ
の
こ
る
」
　
　
　
岩
波
書
店
刊
行
の
『
漱
石
全
集
』
は
、
大
正
6
年
以
来
約
頚
年
お
き
に
新
装



語　
　
刊
行
さ
れ
続
け
、
そ
の
回
数
は
1
0
回
を
超
え
て
い
る
。
太
宰
　
治
の
、
『
も
の
　
　
　
　
　
伝
」
と
呼
ば
れ
、
今
日
も
漱
石
研
究
の
原
点
に
位
置
す
る
基
本
図
書
で
あ

　
　
思
ふ葦
』
（
昭
和
租
年
）
と
い
う
随
筆
に
、
次
の
溜
息
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
こ
の
伝
記
の
書
き
方
・
文
献
処
理
の
方
法
論
は
、
独
文
学
者
と
し
て

　
　
　
　
　
こ
こ
に
は
、
「
鴎
外
と
漱
石
」
と
い
ふ
題
に
て
、
鴎
外
の
作
晶
、
な
か
　
　
　
　
　
の
小
宮
の
独
逸
文
献
学
派
流
に
依
拠
し
て
お
り
硬
質
な
感
が
あ
る
。
上
記

　
　
　
　
な
か
正
当
に
評
価
せ
ら
れ
ざ
る
に
反
し
、
俗
中
の
俗
、
夏
目
漱
石
の
全
　
　
　
　
　
二
著
は
、
『
決
定
版
漱
石
全
集
』
の
、
別
巻
に
位
置
す
る
。

　
　
　
　集
、
い
よ
い
よ
華
や
か
な
る
世
情
、
涙
出
つ
る
ほ
ど
く
や
し
く
思
ひ
、
　
　
　
　
偉
人
が
出
る
と
、
死
後
そ
の
「
言
行
録
」
が
、
弟
子
に
よ
っ
て
書
き
起
こ
さ

　
　
　　
く
後
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
最
た
る
も
の
は
、
イ
エ
ス
に
お
け
る
「
マ
タ
イ
傳
福
音

　
　
　
○昭
和
3
1
年
5
月
、
第
一
回
配
本
の
新
書
版
岩
波
書
店
『
漱
石
全
集
』
全
　
　
　
書
」
「
ヨ
ハ
ネ
傳
福
音
書
」
、
あ
る
い
は
親
鴛
に
お
け
る
「
歎
異
抄
」
で
あ
ろ
う

　
　
　
　
三十
四
巻
で
、
そ
れ
ま
で
伏
せ
ら
れ
て
い
た
「
日
記
」
（
鏡
子
夫
人
に
関
　
　
　
が
ー
。
こ
の
「
正
伝
」
（
の
神
話
）
の
硬
質
さ
を
、
戦
後
江
藤
　
淳
が
剥
奪
す

　
　
　
　
す
る
も
の
、
皇
室
に
関
す
る
も
の
）
が
収
録
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
小
宮
豊
隆
の
提
示
し
た
漱
石
像
は
、
江
藤
が
一
刀
両

　
　
　

○
現在
最
も
新
し
い
『
漱
石
全
集
』
は
、
「
自
筆
原
稿
か
ら
本
文
を
検
討
す
　
　
　
断
に
切
り
捨
て
る
ほ
ど
に
ま
や
か
し
で
は
な
い
。
否
、
傾
聴
に
値
す
べ
き
処
が

　
　
　
　
る
」
を
建
前
と
し
能
う
限
り
自
筆
原
稿
と
の
照
含
を
閲
し
た
、
岩
波
書
店
　
　
　
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
の

『漱
石
全集
』
全
二
十
八
巻
別
巻
一
巻
で
あ
る
。
第
一
回
配
本
「
吾
輩
　
　
　
　
小
宮
豊
隆
は
、
数
多
い
漱
石
の
弟
子
の
中
で
も
最
も
可
愛
が
ら
れ
、
本
人

　
　
　
　
は
猫
で
あ
る
」
が
、
平
成
5
（
1
9
9
3
）
年
1
2
月
9
日
刊
行
で
あ
る
。
　
　
　
も
そ
う
自
認
す
る
。
以
後
、
小
宮
は
「
漱
石
神
社
の
神
主
」
と
言
わ
れ
る
。

　
　
　
　
こ
の
『
漱
石
全
集
』
は
、
現
在
通
称
『
新
版
漱
石
全
集
』
と
呼
び
名
さ
れ
　
　
　
『
三
四
郎
』
の
主
入
公
・
小
川
三
四
郎
の
モ
デ
ル
を
、
小
宮
豊
隆
と
す
る
説
も

　
　
　
　
て

いる
。
『
新
版
漱
石
全
集
』
の
「
全
集
本
文
の
校
訂
方
針
」
を
企
画
・
　
　
　
あ
る
。

　
　
　
　

編纂
し
た
岩
波
書
店
の
秋
山
　
豊
に
、
著
『
漱
石
と
い
う
生
き
方
』
（
平
　
　
　
　
○
森
田
草
平
の
評
伝
で
あ
る
『
夏
目
漱
石
』
（
昭
和
1
7
年
9
月
、
甲
鳥
書
林
）

　
　
　
　
成
1
8
年
5
月
、
株
式
会
社
ト
ラ
ン
ス
ビ
ュ
ー
）
が
あ
る
。
同
著
に
は
、
　
　
　
　
と
、
同
『
績
夏
目
漱
石
』
（
昭
和
1
8
年
1
1
月
、
養
徳
社
）
は
、
小
宮
の

　
　
　
　

「全集
本
文
の
校
訂
方
針
」
が
断
片
的
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
正
伝
」
に
対
し
「
外
伝
」
と
呼
ば
れ
る
。

　
　
　
な
お
、
漱
石
全
集
の
こ
と
は
（
岩
波
書
店
以
外
の
も
の
も
含
め
）
、
矢
口
進
　
　
　
　
○
寵
馨
継
『
漱
石
の
思
ひ
出
』
（
昭
和
3
年
1
1
月
、
改
造
社
∀
が
あ
る
。
鏡
子
は

　
　
也
著
『
漱
石
全
集
物
語
』
（
昭
和
6
◎
年
9
月
、
青
英
舎
）
に
詳
し
い
。
　
　
　
　
　
漱
石
の
妻
で
あ
り
、
松
岡
譲
は
漱
石
の
長
女
・
筆
予
の
夫
で
あ
る
。
鏡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
は
、
昭
和
3
8
年
4
月
・
8
5
歳
で
没
す
る
。
紹
和
認
年
は
東
京
オ
リ
ン

　
　
2
　
『
伝
記
』
の
出
現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
ッ
ク
の
前
年
で
あ
り
、
鏡
子
は
漱
石
の
死
後
4
7
年
生
き
る
。

　
　
　

○
小宮
豊
隆
の
著
『
夏
目
漱
石
』
（
昭
和
1
3
年
7
月
、
岩
波
書
店
）
と
同
　
　
　
　
鏡
子
の
『
漱
石
の
思
ひ
出
』
は
、
家
庭
内
の
漱
石
が
・
夫
婦
間
の
漱
石
が
、

　
　
　
　

『漱
石
の芸
術
』
（
昭
和
1
7
年
1
2
月
、
岩
波
書
店
）
は
、
漱
石
伝
記
の
「
正
　
　
　
知
れ
て
魅
力
的
な
本
で
あ
る
。
と
同
時
に
自
分
の
夫
が
「
狂
人
」
で
あ
っ
た
こ



　
　
と
を
言
う
、
異
様
な
本
で
も
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
象
に
な
り
う
る
と
私
は
思
ふ
。
た
と
へ
ば
精
神
の
不
安
の
結
果
自
殺

　
　
　○
荒
　
正
入
の
「
夏
目
漱
石
の
研
究
と
批
評
」
（
「
日
本
近
代
文
学
」
第
2
3
　
　
　
　
　
し
た
芥
川
龍
之
介
に
は
、
知
性
に
よ
る
技
巧
が
め
だ
つ
て
、
漱
石
の
も
つ

　
　
　
　集
、
昭
和
5
1
年
頚
月
）
に
、
次
の
告
白
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ゐ
る
内
発
的
な
爆
発
性
が
訣
け
て
ゐ
る
。
太
宰
治
、
坂
口
安
吾
等
は
ス

　
　
　
　
　
わた
し
の
体
験
で
い
え
ば
、
十
代
の
終
り
に
、
麟
馨
灘
『
漱
石
の
思
ひ
出
』
　
　
　
　
　
ケ
ー
ル
が
小
さ
い
。

　
　
　
　

（改
造
社
版
）
を
読
み
、
夏
目
漱
石
の
狂
気
に
つ
い
て
特
別
の
関
心
を
払
　
　
　
　
　
　
夏
目
漱
石
（
一
八
六
七
ー
一
九
一
六
）
は
、
近
代
に
お
け
る
世
界
史
的

　
　
　
　う
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
十
年
代
を
通
じ
て
、
夏
目
漱
石
は
、
狂
気
な
の
　
　
　
　
　
な
天
才
の
運
命
を
示
し
て
ゐ
る
と
同
時
に
、
世
界
史
上
に
お
け
る
特
殊
国

　
　
　
　
か
正気
な
の
か
と
い
う
問
題
に
心
を
悩
ま
せ
た
。
小
宮
豊
隆
は
、
あ
れ
だ
　
　
　
　
　
で
あ
つ
た
日
本
、
近
代
日
本
と
い
ふ
背
景
を
強
く
背
負
つ
て
ゐ
る
。
（
中

　
　
　
　
け
の
作
晶
を
書
い
た
の
だ
か
ら
正
気
だ
と
主
張
し
た
が
、
森
田
草
平
は
、
　
　
　
　
　
略
）
近
代
・
日
本
と
い
ふ
言
葉
の
内
容
は
、
相
互
に
調
和
し
が
た
い
も
の

　
　
　
　
狂気
だ
か
ら
こ
そ
あ
れ
だ
け
の
作
晶
を
書
い
た
の
だ
と
逆
説
的
弁
説
論
を
　
　
　
　
　
の
合
成
と
い
ふ
困
難
な
問
題
を
含
ん
で
ゐ
る
。
漱
石
の
悲
劇
に
は
、
単
に

　
　
　
　
述
べ
た
。
わ
た
し
は
、
森
田
草
平
説
に
加
担
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
代
世
界
史
に
お
け
る
天
才
の
運
命
的
な
悲
劇
ば
か
り
で
は
な
く
、
近

　
　
　
○
漱
石
の
唯
一
の
自
伝
小
説
・
『
道
草
』
に
対
し
て
、
「
大
岡
昇
平
・
三
好
行
　
　
　
　
　
代
・
日
本
の
な
め
ざ
る
を
え
な
か
つ
た
悲
劇
を
含
ん
で
ゐ
る
。
そ
の
二
つ

　
　
　
　
雄
　
対
談
「
漱
石
の
帰
結
」
」
（
「
國
文
學
」
、
昭
和
6
1
年
3
月
、
学
燈
社
）
　
　
　
　
の
要
素
が
か
さ
な
り
合
つ
て
漱
石
に
あ
ら
わ
れ
て
ゐ
る
と
私
は
思
ふ
。

　
　
　
　
に
、
大
岡
昇
平
の
次
の
発
言
が
あ
る
。

　　　　人紗竃
舗
鷲
舗
露
彗
誤
”
だ
鷲
鯛
　
二
戦
後
の
研
究

　
　
　
　

涯
のお
仕
舞
い
に
出
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
も
未
亡
人
に
対
す
る
　
　
　
　
単
行
本
で
は
、
赤
木
桁
平
の
著
『
夏
目
漱
石
』
（
大
正
6
年
5
月
、
新
潮
社
）

　
　
　
　

配慮
が
あ
っ
た
と
し
か
思
え
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
嗜
矢
と
し
て
、
漱
石
（
文
学
）
に
関
す
る
評
論
は
、
戦
前
に
も
既
に
総
量
に

　
　
　

○唐
木
順
三
の
著
『
夏
目
漱
石
』
（
昭
和
4
1
年
8
月
、
国
際
日
本
研
究
所
）
　
　
お
い
て
も
多
数
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
に
、
次
の
総
論
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漱
石
の
研
究
は
、
そ
の
量
を
・
そ
の
質
を
、
そ
し
て
そ
の
方
法
論
を
、
他
の

　
　
　
　
　

漱
石
の
い
は

ば
世
界史
的
位
置
、
現
代
的
意
味
と
い
ふ
も
の
を
、
広
い
　
　
　
多
く
の
近
代
作
家
の
中
に
あ
っ
て
も
、
先
駆
的
に
・
先
鋭
的
に
引
っ
張
っ
て
来

　
　
　
　
見
地
か
ら
あ
ら
た
め
て
考
へ
て
み
た
い
と
思
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
漱
　
　
　
た
。
漱
石
の
「
研
究
」
の
軌
跡
を
追
遊
す
る
こ
と
は
、
取
り
も
直
さ
ず
近
代
文

　
　
　
　
石
に
お
け
る
「
狂
」
の
要
素
を
、
単
に
精
神
病
理
学
的
に
み
る
の
で
は
な
　
　
　
学
研
究
の
「
学
」
の
歴
史
で
も
あ
る
。

　
　
　
　
く
、
近
代
に
お
け
る
天
才
の
一
例
と
し
て
み
た
い
と
思
つ
た
か
ら
で
あ
　
　
　
　
＊
昭
和
2
0
年
（
1
9
4
5
年
）
8
月
1
5
日
正
午
、
戦
争
終
結
の
「
詔
勅
放

3
7
　
　
　　
る
。
そ
し
て
日
本
に
お
い
て
は
夏
目
漱
石
だ
け
が
、
右
の
や
う
な
考
察
の
　
　
　
　
　
送
」
、
太
平
洋
戦
争
が
終
わ
る
。



認

　　
　
＊
昭
和
2
1
年
1
1
月
3
日
、
日
本
国
憲
法
公
布
さ
れ
る
。
昭
和
2
年
5
月
3
日
　
　
　
　
　
「
展
望
」
）
の
終
わ
り
近
く
に
、
次
の
独
白
が
あ
る
。

　
　
　
　
施
行
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
眠
ろ
う
と
し
て
下
剤
を
飲
み
、
し
か
も
、
そ
の
下
剤
の
名
前
は
、
ヘ
ノ

　
　
　
漱
石
の
「
研
究
」
も
、
戦
後
（
昭
和
2
0
年
）
、
本
格
的
に
始
ま
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
チ
ン
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
い
ま
は
自
分
に
は
、
幸
福
も
不
幸
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
3
　
『
漱
石
論
』
の
刊
行
と
言
っ
て
も
、
戦
前
に
本
格
的
な
も
の
が
な
か
っ
た
　
　
　
　
　
た
だ
、
一
さ
い
は
過
ぎ
て
行
き
ま
す
。

　
　
　
訳
では
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
　
略
）
「
人
間
」
の
世
界
に
お
い
て
、
た
っ
た
一
つ
、
真
理
ら
し
く

　
　
　

○
昭

和
1
7
年
に
、
吉
田
六
郎
の
著
『
作
家
以
前
の
漱
石
』
〈
昭
和
1
7
年
1
0
　
　
　
　
　
思
わ
れ
た
の
は
、
そ
れ
だ
け
で
し
た
。

　
　
　
　
月
、
弘
文
堂
書
房
）
が
あ
る
。
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
誕
生
ま
で
を
、
「
我
　
　
　
　
　
　
た
だ
、
　
さ
い
は
過
ぎ
て
行
き
ま
す
。

　
　
　
　
の自
覚
史
」
の
観
点
か
ら
捉
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
昭
和
3
0
年
（
1
9
5
5
年
〉
、
石
原
慎
太
郎
の
『
太
陽
の
季
節
』
が
、
芥

　
　
　○
昭
和
1
8
年
の
、
岡
崎
義
恵
の
著
『
日
本
藝
術
思
潮
第
一
巻
　
漱
石
と
則
天
　
　
　
　
　
川
賞
に
な
る
。
「
古
い
道
徳
の
殻
」
を
破
る
。
「
太
陽
族
」
な
る
若
者
出
現

　
　
　
　去
私
』
（
昭
和
1
8
年
1
1
月
、
岩
波
書
店
）
は
、
記
念
碑
的
な
論
考
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
す
る
。
文
壇
で
は
、
「
太
陽
の
季
節
」
論
争
が
展
開
さ
れ
る
。

　
　
　○
昭
和
2
3
年
に
、
猪
野
謙
二
の
論
考
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
昭
和
3
1
年
に
、
唐
木
順
三
の
著
『
夏
昌
漱
石
』
（
昭
和
3
1
年
7
月
、
修
道

　
　
　
　
　
「
『明
暗
』
に
お
け
る
漱
石
ー
1
虚
無
よ
り
の
創
造
1
ー
」
（
昭
和
2
3
年
　
　
　
　
　
社
）
が
あ
る
。
同
著
に
は
、
以
後
の
『
明
暗
』
論
に
は
必
ず
閲
さ
れ
る

　
　
　
　
3
月
、
「
思
潮
」
）
と
、
「
『
心
』
に
お
け
る
自
我
の
問
題
」
（
昭
和
2
3
年
1
2
　
　
　
　
　
「
『
明
暗
』
論
」
を
収
録
す
る
。
『
改
訂
新
版
夏
目
漱
石
』
〈
昭
和
4
1
年
8

　
　
　
　月
、
「
世
界
」
）
で
あ
る
。
と
も
に
、
「
自
意
識
の
煉
獄
」
を
凝
視
す
る
。
　
　
　
　
　
月
、
国
際
日
本
研
究
所
）
に
は
、
「
漱
石
に
お
け
る
『
狂
』
の
問
題
」
が

　
　
　
　
　
「
『明暗
』
に
お
け
る
漱
石
ー
ー
虚
無
よ
り
の
創
造
ー
ー
」
を
、
次
に
引
　
　
　
　
　
増
補
さ
れ
る
。

　
　
　
　
用す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
昭
和
3
1
年
1
2
月
号
の
「
國
文
學
」
（
学
燈
社
）
は
、
「
特
集
　
夏
目
漱
石
の

　
　
　
　
　
一方
に
底
知
れ
ぬ
心
理
的
虚
無
の
深
淵
を
望
み
つ
つ
、
更
に
こ
の
素
朴
　
　
　
　
　
総
合
探
求
」
が
組
ま
れ
て
い
る
。
巻
申
、
井
上
百
合
子
編
の
「
夏
目
漱
石

　
　
　
　
に
し
て
赤
裸
々
な
「
我
」
の
肯
定
か
ら
出
発
す
る
情
熱
と
は
、
す
こ
し
大
　
　
　
　
　
研
究
文
献
総
覧
」
は
、
〈
A
）
単
行
本
研
究
書
、
〈
B
）
漱
石
特
集
の
雑

　
　
　
　
袈
裟な
言
葉
づ
か
い
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
す
な
わ
ち
「
虚
無
か
ら
の
創
　
　
　
　
　
誌
、
（
C
）
雑
誌
新
聞
論
文
と
分
類
さ
れ
て
、
昭
和
3
1
年
現
在
の
、
漱
石

　
　
　
　造
」
と
で
も
い
う
べ
き
か
。
（
引
用
は
、
『
明
治
の
作
家
』
、
昭
和
4
1
年
1
1
　
　
　
　
　
研
究
の
総
量
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
も
、
そ
の
蓄
積
の
総
量

　
　
　
　月
、
岩
波
書
店
に
よ
る
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
驚
か
さ
れ
る
。

　
　
　
＊
昭
和
2
3
年
6
月
1
3
日
、
太
宰
治
（
3
9
歳
）
が
、
山
崎
富
栄
（
妻
で
は
な

　
　
　
　
い
）
と
、
玉
川
上
水
に
入
水
自
殺
す
る
。
『
人
間
失
格
』
〈
昭
和
2
3
年
8
月
　
　
　
4
　
「
暗
い
漱
石
像
」
　
昭
和
2
0
年
代
後
半
、
作
品
『
夢
十
夜
』
に
・
そ
れ
も
特



　
　
　
に
『
第
三
夜
』
に
、
暗
い
漱
石
が
言
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夏
目
漱
石
の
死
後
、
す
で
に
四
十
年
の
歳
月
が
流
れ
て
い
る
。
忘
れ
去

　
　
　
○
伊
藤
　
整
は
、
「
解
説
」
（
「
現
代
日
本
小
説
大
系
」
1
6
、
河
出
書
房
、
昭
　
　
　
　
　
ら
れ
る
に
は
充
分
な
時
間
で
あ
る
が
作
家
の
名
声
は
い
よ
い
よ
高
い
。

　
　
　
　和
2
4
年
5
月
）
に
、
言
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
　
略
）
元
来
、
個
性
的
な
作
家
が
存
在
し
、
多
く
の
崇
拝
者
を
持
つ

　
　
　
　
　
現
実
のす
ぐ
隣
り
に
あ
る
夢
や
幻
想
の
与
へ
る
恐
ろ
し
さ
、
一
種
の
人
　
　
　
　
よ
う
な
場
合
、
そ
の
死
後
四
半
世
紀
乃
至
は
半
世
紀
の
間
は
あ
る
意
味
で

　
　
　
　
間
存
在
の
原
罪
的
な
不
安
が
と
ら
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
試
作
的
な
作
品
　
　
　
　
　
の
神
話
期
で
あ
っ
て
、
こ
の
時
期
は
ほ
ぼ
正
確
に
崇
拝
者
達
ー
多
く
、
弟

　
　
　
　
に
よ
つ
て
彼
は
そ
の
内
的
な
不
安
な
精
神
に
は
つ
き
り
し
た
現
実
感
を
与
　
　
　
　
　
子
友
人
等
の
人
々
ー
の
寿
命
と
一
致
し
て
い
る
。
作
家
は
彼
ら
の
追
憶

　
　
　
　

へた
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
中
で
神
の
如
き
存
在
と
な
り
、
様
々
な
社
会
や
趣
向
の
変
遷
に
乗
じ

　
　
　
○荒
　
正
人
は
、
「
漱
石
の
暗
い
部
分
」
（
「
近
代
文
学
」
、
昭
和
2
8
年
1
2
月
）
　
　
　
　
て
、
神
話
は
や
が
て
彪
大
な
分
量
に
ふ
く
れ
上
る
。
（
引
用
は
、
『
夏
目
漱

　
　
　
　
に
、
言
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
』
、
講
談
社
、
昭
和
3
5
年
2
月
に
よ
る
）

　
　
　
　
　
私
は
こ
の
奇
妙
な
小
品
文
を
、
漱
石
に
お
け
る
暗
黒
の
部
分
の
重
要
な
　
　
　
　
同
著
「
あ
と
が
き
」
に
、

　
　
　
　指
標
と
解
釈
す
る
。
（
中
　
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
英
雄
崇
拝
位
不
潔
な
も
の
は
な
い
。
ぼ
く
は
崇
拝
の
対
象
に
な
っ
て
い

　
　
　
　
　
こ
こ
は
、
漱
石
の
最
も
暗
い
部
分
だ
。
〈
引
用
は
、
『
日
本
文
学
研
究
資
　
　
　
　
　
る
漱
石
に
我
慢
が
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。

　
　
　
　料
叢
書
　
夏
目
漱
石
』
、
有
精
堂
、
昭
和
蕊
年
1
月
に
よ
る
）
　
　
　
　
　
　
　
と
あ
る
通
り
、
江
藤
　
淳
の
漱
石
論
は
偶
像
破
壊
・
漱
石
神
話
の
剥
奪
を
、
主

　
　
　
○
平
野
　
謙
は
、
「
暗
い
漱
石
一
」
（
「
群
像
」
、
昭
和
3
1
年
1
月
）
に
、
言
　
　
　
意
と
し
て
出
立
す
る
。
江
藤
の
論
調
の
基
底
に
は
、
漱
石
の
抱
え
込
む
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
低
音
部
」
が
強
調
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　夏
目
漱
石
の
こ
と
と
い
え
ば
、
い
つ
も
思
い
出
す
言
葉
が
あ
る
。
「
〈
前
　
　
　
　
初
出
誌
「
三
田
文
学
」
（
昭
和
3
0
年
1
2
月
）
掲
載
（
当
時
慶
応
義
塾
英
文
科

　
　
　
　略
）
漱
石
つ
て
奴
あ
暗
い
奴
だ
つ
た
ん
だ
。
陰
気
で
気
狂
ひ
見
て
え
に
暗
　
　
　
の
学
生
）
の
「
夏
目
漱
石
論
（
上
）
ー
漱
石
の
位
置
に
つ
い
て
ー
」
が
、
江
藤

　
　
　
　
か

つた
ん
だ
。
ほ
ん
と
う
に
気
狂
ひ
で
も
あ
つ
た
ん
だ
。
（
後
　
略
）
」
と
　
　
　
淳
を
「
批
評
家
」
と
し
て
世
に
送
り
出
す
。
「
三
田
文
学
」
発
表
以
後
の
、
1
9

　
　
　
　
いう
言
葉
（
中
野
重
治
「
小
説
の
書
け
ぬ
小
説
家
」
（
「
改
造
」
昭
和
1
1
年
　
　
　
年
間
に
書
か
れ
た
漱
石
に
関
す
る
、
す
ぺ
て
の
「
評
論
し
「
エ
ッ
セ
イ
」
を
収

　
　
　
　
1
月
）
の
主
人
公
の
独
白
ー
－
論
者
注
）
を
、
私
は
い
つ
も
思
い
う
か
べ
る
　
　
　
録
す
る
、
『
決
定
版
夏
目
漱
石
』
（
昭
和
4
9
年
1
1
月
、
新
潮
社
）
が
あ
る
。

　
　
　
　
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
　
0
昭
和
3
4
年
、
岩
上
順
一
の
著
『
漱
石
入
門
』
（
昭
和
3
4
年
1
2
月
、
中
央

　
　
5
　
江
藤
　
淳
の
『
夏
目
漱
石
』
　
昭
和
3
1
年
の
江
藤
淳
の
著
『
夏
日
漱
石
』
　
　
　
公
論
社
）
は
、
『
倫
敦
塔
』
か
ら
『
明
暗
』
ま
で
の
漱
石
の
ほ
と
ん
の
作
品

瀞

　
　　
（
昭
和
3
1
年
1
1
月
、
東
京
ラ
イ
フ
社
）
に
、
次
の
発
言
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
、
忠
実
過
ぎ
る
く
ら
い
に
作
品
に
即
し
て
論
述
さ
れ
て
い
る
。
作



4
0
　　
　
家
論
で
あ
り
、
作
品
論
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
勝
本
清
一
郎
の
言
が
あ
る
）
。
漱
石
の
座
談
会
に
は
、
荒
　
正
人
も
入
る
。

　
　
　

『夢
十
夜
』
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
な
立
場
が
示
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漱
石
の
「
座
談
会
」
の
最
後
に
は
、
次
の
発
言
が
置
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
こ
れ
は
夢
の
記
述
と
い
う
形
式
を
借
り
て
は
い
る
が
、
そ
こ
に
は
漱
石
　
　
　
　
勝
本
清
一
郎
　
　
漱
石
は
露
伴
、
鴎
外
、
藤
村
と
最
後
の
決
勝
点
を
争
っ
た

　
　
　
　

の
意
識
作用
に
よ
る
加
工
と
再
構
成
が
十
分
に
加
わ
っ
た
文
学
作
品
と
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
だ
と
思
い
ま
す
が
、
四
入
の
な
か
で
さ
ら
に
一
人
だ
け
を

　
　
　
　
て
、
文
学
作
晶
に
た
い
す
る
と
お
な
じ
態
度
で
こ
れ
を
扱
っ
て
い
く
の
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
抜
く
と
す
れ
ば
、
や
は
り
漱
石
で
す
よ
。

　
　
　
　

正し
い
と
考
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猪
野
　
謙
二
　
　
私
も
、
ひ
そ
か
に
申
し
ま
す
と
明
治
以
後
の
近
代
文
学
の

　
　
　

○
昭和
3
8
年
の
、
片
岡
良
一
の
著
『
夏
目
漱
石
の
作
晶
』
（
昭
和
3
8
年
1
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
で
最
後
に
残
す
の
は
漱
石
な
ん
で
す
。
実
は
ず
っ
と
そ
う

　
　
　
　
月
、
厚
文
社
書
店
）
は
、
文
学
史
家
の
行
き
届
い
た
公
平
な
眼
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
で
す
。

　
　
　
　
岩
上
順
一
・
片
岡
良
一
と
も
に
、
歴
史
社
会
学
派
の
学
風
で
あ
り
漱
石
研
　
　
　
　
明
治
文
学
（
史
）
の
骨
格
・
肌
触
り
が
、
同
時
代
に
近
い
参
加
者
の
発
言
か

　
　
　
　究
の
先
行
者
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
確
と
し
て
浮
か
ぶ
。
明
治
文
学
（
史
）
研
究
の
古
典
で
あ
り
、
座
談
会
形
式

　
　
　
＊

昭
和
3
5
年
（
1
9
6
0
年
）
、
「
安
保
改
定
阻
止
行
使
」
広
ま
る
。
全
学
連
　
　
　
の
嗜
矢
で
あ
る
。

　
　
　
　
主
流
派
が
、
国
会
突
入
を
は
か
り
警
官
隊
と
衝
突
、
東
大
生
・
樺
　
美
智
　
　
　
　
＊
昭
和
錨
年
4
月
1
2
日
、
ソ
連
宇
宙
船
ヴ
ォ
ス
ト
ー
ク
ー
号
、
地
球
一
周
飛

　
　
　
　子
死
亡
す
る
。
「
6
0
年
安
保
」
の
年
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
に
成
功
す
る
。
搭
乗
は
、
ガ
ガ
ー
リ
ン
少
佐
で
あ
る
。
人
類
最
初
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
「
人
間
の
宇
宙
飛
行
」
で
あ
る
。

　
　
7
　
「
座
談
会
し
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
昭
和
3
8
年
3
月
、
日
本
近
代
文
学
館
が
、
開
館
す
る
。

　
　
　
昭
和
3
6
年
に
、
柳
田
　
泉
・
勝
本
清
一
郎
・
猪
野
謙
二
編
『
座
談
会
明
治
　
　
　
　
　
　
「
日
本
近
代
文
学
館
　
設
立
の
趣
意
∬
」
（
昭
和
3
8
年
1
1
月
、
日
本
近
代

　
　
文
学
史
』
（
昭
和
3
6
年
6
月
、
岩
波
書
店
）
が
あ
る
。
4
年
間
、
1
1
回
に
わ
た
　
　
　
　
　
文
学
館
）
に
、
西
尾
　
実
の
次
の
挨
拶
文
が
あ
る
。

　
　
り
、
「
明
治
文
学
史
」
の
全
体
を
貫
く
「
座
談
会
」
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
代
文
学
館
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
よ
ろ
こ
ば
し
い
。
わ

　
　
　
「そ
れ
ぞ
れ
に
明
治
文
学
の
本
質
も
し
く
は
そ
の
理
想
と
し
た
と
こ
ろ
を
、
　
　
　
　
　
け
て
も
、
そ
の
文
学
館
を
「
近
代
」
と
限
定
し
た
と
こ
ろ
に
千
鉤
の
重
み

　
　

研
究者
と
し
て
の
主
体
そ
の
も
の
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
過
不
足
な
く
体
現
し
て
　
　
　
　
　
が
あ
る
。

　
　
お
ら
れ
る
」
（
猪
野
謙
二
の
言
）
柳
田
　
泉
・
勝
本
清
一
郎
を
中
軸
に
、
猪
野
　
　
　
　
同
誌
に
、
柳
田
　
泉
の
発
言
も
あ
る
。

　
　謙
二
が
司
会
を
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
が
で
き
る
前
、
と
も
か
く
劃
期
的
な
福
音
で
あ
っ
た
の
は
、
東
京

　
　
　
「
僕は
だ
い
た
い
漱
石
の
孫
弟
子
に
当
る
の
で
、
安
倍
能
成
さ
ん
、
小
宮
豊
　
　
　
　
　
大
学
の
中
の
「
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
」
の
出
現
で
あ
っ
た
が
、
今
度
は
、

　
　
隆
さ
ん
、
阿
部
次
郎
さ
ん
、
和
辻
哲
郎
さ
ん
、
み
ん
な
僕
の
怖
い
師
匠
で
す
」
　
　
　
　
何
層
倍
も
の
大
が
か
り
な
仕
事
で
あ
り
、
そ
の
恩
恵
は
は
か
り
し
れ
な
い



　
　
　
　
も
の
が
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
始
に
際
し
て
寄
せ
ら
れ
た
編
集
代
表
の
こ
と
ば
」
が
あ
る

　
　
　

現在
発
行
の
、
会
報
「
日
本
近
代
文
學
館
」
は
、
近
代
文
学
に
関
す
る
あ
ら
　
　
　
　
　
　
従
来
、
奈
良
朝
、
平
安
朝
の
文
学
は
、
日
本
文
学
史
上
、
画
期
的
な
古

　
　
ゆ
る
「
史
料
」
「
情
報
」
を
発
信
し
続
け
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
典
の
名
に
よ
っ
て
尊
重
さ
れ
て
来
た
が
、
今
日
で
は
、
正
直
を
い
う
と
明

　
　
　
＊
昭
和
3
9
年
、
新
幹
線
が
開
業
し
・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
治
文
学
も
、
西
洋
を
消
化
し
て
世
界
に
比
肩
し
た
と
い
う
点
で
、
こ
れ
等

　
　
　
　

柴田
　
翔
の
「
さ
れ
ど
わ
れ
ら
が
日
？
⊥
が
、
芥
川
賞
に
な
る
。
「
ひ
　
　
　
　
　
に
劣
ら
ぬ
古
典
的
威
厳
を
も
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
と
つ
の
世
代
が
」
（
青
春
と
政
治
の
季
節
が
）
切
な
く
描
か
れ
る
、
青
春
　
　
　
　
明
治
文
学
（
文
化
）
の
全
容
が
・
本
文
の
閲
覧
が
、
可
能
と
な
る
。

　
　
　
　
文
学
の古
典
で
あ
る
。
終
章
に
、
次
の
独
自
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
昭
和
4
0
年
9
月
、
三
島
由
紀
夫
の
『
春
の
雪
』
（
「
豊
饒
の
海
」
の
第
一

　
　
　
　
　節
子
は
、
お
そ
ら
く
私
が
は
じ
め
て
本
当
に
節
子
を
必
要
と
し
た
時
、
　
　
　
　
　
巻
）
の
、
「
新
潮
」
連
載
が
始
ま
る
。

　
　
　
　

私
から
離
れ
て
行
っ
た
。
（
中
　
略
）
年
を
と
っ
た
と
言
う
に
は
、
あ
ま

　
　
　
　
り
に
若
い
年
齢
だ
が
、
や
は
り
年
を
と
っ
た
の
だ
ろ
う
。
私
た
ち
の
世
代

　
　
　
　は
・
き
っ
と
老
い
や
す
い
世
代
な
の
だ
－
ー
そ
の
老
い
方
暴
々
で
あ
　
　
三
作
ロ
器
の
季
節

　
　
　
　
る
と
し
て
も
。
（
中
　
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
　
昭
和
4
2
年
に
、
三
好
行
雄
の
著
『
作
晶
論
の
試
み
』
（
昭
和
4
2
年
6
月
、

　
　
　
　
　
節
子
は
ま
だ
老
い
る
こ
と
を
拒
否
し
て
い
る
。
こ
と
に
よ
っ
た
ら
、
節
　
　
　
　
至
文
堂
）
が
、
世
に
出
る
。

　
　
　
　
子
は
私
た
ち
の
世
代
を
抜
け
出
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
序
の
、
「
鑑
賞
と
批
評
ー
序
に
か
え
て
ー
」
に
、
理
論
構
築
が
置
か
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
次
に
引
用
す
る
。

　
　
8
　
昭
和
甜
年
（
1
9
6
5
年
）
に
は
、
成
瀬
正
勝
・
湯
地
　
孝
・
橋
本
芳
一
　
　
　
　
　
鑑
賞
が
一
種
の
創
作
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
以
上
、
お
な
じ
文
学
作
品

　
　
　
郎
編
著
　
国
語
国
文
学
研
究
史
大
成
1
4
「
鴎
外
　
漱
石
」
（
昭
和
⑳
年
7
月
、
　
　
　
　
　
に
対
し
て
、
鑑
賞
者
の
個
入
差
は
と
う
ぜ
ん
許
容
さ
れ
る
。
ま
し
て
、
感

　
　
　
三省
堂
）
が
、
刊
行
さ
れ
る
。
同
時
代
評
も
収
録
す
る
、
大
部
な
「
漱
石
研
　
　
　
　
　
受
性
の
劇
で
も
あ
る
原
発
的
な
段
階
で
は
、
極
端
に
い
え
ば
、
享
受
者
の

　
　
　
究
史
」
の
総
覧
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数
だ
け
鑑
賞
は
存
在
し
う
る
わ
け
で
、
鑑
賞
と
は
も
と
も
と
そ
う
い
う
も

　
　
　
＊
昭
和
鶴
年
、
『
明
治
文
学
全
集
』
（
筑
摩
書
房
）
の
、
刊
行
始
ま
る
。
底
本
　
　
　
　
　
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
ひ
と
つ
の
作
晶
が
、
人
に
よ
っ
て
、
ま
た
時
代

　
　
　
　
は
、
編
者
選
定
の
最
良
底
本
に
厳
密
な
校
合
・
校
訂
を
加
え
、
可
能
な
限
　
　
　
　
　
に
よ
っ
て
、
多
く
の
ち
が
っ
た
享
受
の
し
か
た
を
存
在
さ
せ
て
き
た
ゆ
え

　
　
　
　
り
「
原
文
」
の
形
を
尊
重
す
る
。
昭
和
5
8
年
、
『
明
治
文
学
全
集
』
（
本
巻
　
　
　
　
　
ん
で
あ
る
。

　
　
　
　
九
九巻
）
が
、
完
結
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
、
だ
と
し
て
も
、
鑑
賞
を
原
発
的
な
段
階
で
野
放
し
に
し
て
お

盟

　　
　
明
治
文
学
全
集
「
内
容
見
本
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
に
、
柳
田
　
泉
の
、
「
刊
行
　
　
　
　
　
く
わ
け
に
は
ゆ
く
ま
い
。
無
数
の
鑑
賞
に
対
し
て
、
そ
れ
の
帰
結
す
る
唯



ρ

　
　
　　
一
の
正
し
い
鑑
賞
が
想
定
で
き
る
か
、
ど
う
か
と
い
う
問
い
が
つ
ぎ
に
来
　
　
　
で
は
な
く
、
そ
の
作
品
の
内
部
に
「
客
観
的
に
実
在
す
る
」
も
の
を
、
全
面
的

　
　
　
　
る
。
（
中
　
略
）
基
準
は
作
品
の
表
現
的
構
造
そ
れ
自
体
で
あ
る
。
作
品
　
　
　
に
引
き
出
す
と
、
即
ち
そ
う
な
る
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　

世界
の
全
体
像
の
正
確
な
認
知
と
、
世
界
の
提
示
す
る
意
味
の
完
全
な
理
　
　
　
　
以
後
、
近
代
文
学
の
「
研
究
」
は
、
作
品
論
の
季
節
に
入
る
。

　
　
　
　
解
、
可
能
性
と
し
て
は
存
在
す
る
が
現
実
に
は
お
そ
ら
く
仮
定
に
す
ぎ
　
　
　
　
〇
三
好
行
雄
は
、
平
成
2
年
（
口
歳
）
、
死
去
す
る
。

　
　
　
　
ぬ
、
そ
う
し
た
完
壁
な
対
象
の
領
略
に
よ
っ
て
な
り
た
つ
鑑
賞
を
、
わ
た
　
　
　
　
　
死
後
、
『
三
好
行
雄
著
作
集
』
（
筑
摩
書
房
）
が
、
刊
行
さ
れ
る
。

　
　
　
　
し
た
ち
は
や
は
り
た
だ
し
い
鑑
賞
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。
い
や
厳
密
　
　
　
　
　
『
三
好
行
雄
著
作
集
　
第
一
巻
「
島
崎
藤
村
論
ヒ
（
平
成
5
年
7
月
）
。

　
　
　
　
に
は
、
た
だ
し
い
と
い
う
言
葉
は
避
け
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
よ
り
高
度
　
　
　
　
　
『
三
好
行
雄
著
作
集
　
第
二
巻
「
森
鴎
外
・
夏
目
漱
石
」
』
（
平
成
5
年
4

　
　
　
　
な
、
あ
る
い
は
、
よ
り
高
次
な
鑑
賞
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
　
　
　
　
　
月
）
。

　
　
　
　
し
て
も
鑑
賞
の
究
極
の
目
標
な
い
し
理
念
の
想
定
は
不
可
能
で
は
な
い
。
　
　
　
　
　
『
三
好
行
雄
著
作
集
　
第
三
巻
「
芥
川
龍
之
介
論
」
』
（
平
成
5
年
3
月
）
。

　
　
　
　

（引
用
は
、
『
作
品
論
の
試
み
』
、
至
文
堂
、
昭
和
5
2
年
5
月
に
よ
る
）
　
　
　
　
　
　
『
三
好
行
雄
著
作
集
　
第
四
巻
「
近
現
代
の
作
家
た
ち
」
』
（
平
成
5
年
5

　
　
　
同
著
「
あ
と
が
き
」
に
記
さ
れ
た
、
次
の
言
辞
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
　
　
　
　
　
月
）
。

　
　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
三
好
行
雄
著
作
集
　
第
五
巻
「
作
品
論
の
試
み
」
』
（
平
成
5
年
2
月
）
。

　
　
　
　
　
こ
う
し
た
仕
事
が
そ
れ
を
自
己
目
的
と
す
る
か
ぎ
り
、
一
種
の
出
麺
の
　
　
　
　
　
『
三
好
行
雄
著
作
集
　
第
六
巻
「
近
代
文
学
史
の
構
想
ヒ
（
平
成
5
年
6

　
　
　
　
な
い
部
屋
に
似
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
〉
。

　
　
　
同
著
に
は
、
漱
石
論
で
は
、
「
迷
羊
の
群
れ
ー
「
三
四
郎
」
夏
目
漱
石
」
　
　
　
　
　
『
三
好
行
雄
著
作
集
　
第
七
巻
「
詩
歌
の
近
代
亡
（
平
成
5
年
9
月
）
。

　
　　
一
本
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
作
品
論
の
試
み
」
が
、
近
代
文
学
全
般
に
渡
り
、
実
践
化
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

○
後年
に
、
三
好
行
雄
・
平
岡
敏
夫
「
対
談
H
漱
石
図
書
館
か
ら
の
展
望
」
　
　
　
　
『
鑑
賞
日
本
現
代
文
学
第
5
巻
「
夏
目
漱
石
」
』
（
昭
和
5
9
年
3
月
、
角
川

　
　
　
　

く「解
釈
と
鑑
賞
」
、
昭
和
5
9
年
1
0
月
）
に
、
自
論
へ
の
弁
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
書
店
）
は
、
三
好
行
雄
が
担
当
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
平
岡
　
　
（
前
略
）
三
妊
さ
ん
だ
と
『
三
四
郎
』
は
明
蜥
に
説
き
お

　
　
　
　
　
　
　
　
お

せ
て

いる
と
い
う
自
信
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
。
　
　
　
1
0
　
昭
和
4
2
年
に
は
、
吉
川
幸
次
郎
の
著
『
漱
石
詩
注
』
（
昭
和
4
2
年
5
月
、

　
　
　
　
　
三

好
　　
い
や
、
説
き
お
お
せ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
　
　
　
　
岩
波
新
書
）
が
出
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
も
う
私
と
し
て
は
、
あ
れ
以
外
の
読
み
よ
う
が
出
来
な
い
　
　
　
　
　
中
国
文
学
の
一
代
の
訓
詰
学
者
・
吉
川
の
同
著
の
「
序
」
は
、
含
蓄
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。

　
　
　

「あ
れ
以
外
の
読
み
よ
う
が
出
来
な
い
」
と
は
、
恣
意
と
か
期
待
（
論
者
の
）
　
　
　
　
　
先
生
は
こ
の
形
式
に
よ
っ
て
も
、
自
己
を
表
白
す
る
こ
と
を
、
愛
し



　
　
　
　
た
。
あ
る
い
は
、
欲
し
た
。
〈
中
　
略
）
そ
の
詩
が
、
日
本
人
の
作
っ
た
　
　
　
　
　
『
赤
頭
巾
ち
ゃ
ん
気
を
つ
け
て
』
で
あ
る
。
『
赤
頭
巾
ち
ゃ
ん
気
を
つ
け
て
』

　
　
　
　

漢
語
の詩
と
し
て
は
、
す
ぐ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
歩
を
進
め
て
い
　
　
　
　
　
の
主
人
公
は
、
東
大
を
受
験
出
来
な
い
。
全
国
の
大
学
生
・
高
校
生
に
愛

　
　
　
　
う
な
ら
ば
、
日
本
人
の
漢
語
の
詩
と
し
て
、
め
ず
ら
し
く
す
ぐ
れ
る
こ
と
　
　
　
　
　
読
さ
れ
る
。
安
田
講
堂
の
バ
リ
ケ
ー
ド
の
中
で
も
、
回
し
読
み
さ
れ
る
。

　
　
　
　

であ
る
。
そ
の
原
因
は
、
思
索
者
の
詩
で
あ
る
点
で
、
お
お
む
ね
の
日
本
　
　
　
　
　
　
7
月
2
1
日
、
ア
ポ
ロ
ー
1
号
が
月
面
着
陸
に
成
功
し
、
人
類
が
初
め
て
月

　
　
　
　

人

の
漢詩
と
こ
と
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
上
に
立
つ
。

　
　
　

「
語注
」
に
、
「
こ
の
句
も
禅
語
に
も
と
つ
く
ら
し
い
が
、
禅
に
う
と
い
私
に

　
　
は
未
詳
」
、
「
こ
の
句
の
意
は
、
禅
語
に
も
と
つ
く
ら
し
く
、
禅
に
う
と
い
注
釈
　
　
　
H
　
O
昭
和
4
5
年
に
、
江
藤
　
淳
の
著
『
漱
石
と
そ
の
時
代
第
一
部
』
（
昭
和

　
　
者
に
は
分
ら
な
い
」
と
散
見
し
て
、
禅
語
へ
の
注
解
は
、
意
識
的
に
拒
否
さ
れ
　
　
　
　
　
　
4
5
年
8
月
、
新
潮
選
書
）
∴
漱
石
と
そ
の
時
代
第
二
部
』
（
昭
和
4
5
年

　
　

て

い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
月
、
薪
潮
選
書
）
が
出
る
。

　
　
　
昭
和
4
0
年
版
の
、
岩
波
書
店
の
『
漱
石
全
集
』
に
、
漢
詩
の
「
読
み
下
　
　
　
　
『
漱
石
と
そ
の
時
代
第
二
部
』
の
最
後
は
、
次
の
有
名
な
文
で
終
わ
る
。

　
　
し
」
と
「
語
注
」
が
初
め
て
付
く
（
そ
れ
以
前
の
全
集
で
は
、
白
文
の
み
の
掲
　
　
　
　
　
　
虚
子
が
こ
の
原
稿
を
た
ず
さ
え
て
子
規
庵
の
山
会
に
出
た
と
き
に
は
、

　
　
載
）
。
そ
の
「
読
み
下
し
」
と
「
語
注
」
担
当
が
、
吉
川
幸
次
郎
で
あ
る
。
『
漱
　
　
　
　
　
定
刻
を
大
分
す
ぎ
て
い
た
。
参
加
者
一
同
は
虚
子
が
朗
読
す
る
の
を
聴
い

　
　

石
全集
第
十
二
巻
　
初
期
の
文
章
及
詩
歌
俳
句
』
（
昭
和
4
2
年
3
月
、
岩
波
書
　
　
　
　
　
て
、
「
と
に
か
く
変
っ
て
い
る
」
と
異
口
同
音
に
讃
辞
を
呈
し
た
。
『
吾
輩

　
　
店
V
で
あ
る
。
『
漱
石
詩
注
』
（
岩
波
新
書
〉
は
、
右
の
W
漱
石
全
集
』
収
録
の
　
　
　
　
　
は
猫
で
あ
る
』
は
、
「
ホ
ト
・
ギ
ス
」
明
治
三
十
八
年
一
月
号
に
掲
載
さ

　
　

「読
み
下
し
」
「
語
注
」
に
、
「
序
」
が
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
著
は
、
　
　
　
　
　
れ
る
こ
と
に
決
っ
た
。
そ
の
と
き
文
科
大
学
講
師
夏
目
金
之
助
は
、
誰
に

　
　

『漱
石詩
注
』
（
平
成
1
4
年
9
月
、
岩
波
文
庫
）
と
し
て
、
再
版
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
も
、
お
そ
ら
く
彼
自
身
に
も
気
づ
か
れ
ぬ
と
こ
ろ
で
、
作
家
夏
目
漱
石
に

　
　
　

○平
成
版
の
新
版
『
漱
石
全
集
』
の
、
「
読
み
下
し
」
「
語
注
」
担
当
は
、
一
　
　
　
　
変
身
し
て
い
た
。

　
　
　
　
海
知
義
で
あ
る
。
新
版
の
『
漱
石
全
集
第
十
入
巻
　
漢
詩
文
』
（
平
成
7
　
　
　
　
江
藤
自
身
の
弁
が
、
「
座
談
会
・
わ
が
漱
石
像
」
（
「
國
文
學
」
昭
和
勾
年
9

　
　
　
　
年
抽
月
、
岩
波
書
店
）
の
、
一
海
の
「
語
注
」
は
、
「
禅
的
エ
レ
メ
ン
ト
」
　
　
　
月
臨
時
増
刊
号
）
に
あ
る
。

　
　
　
　
も
取
捨
さ
れ
て
い
て
、
よ
り
総
合
的
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
に
し
て
も
越
智
さ
ん
が
、
「
坊
っ
ち
や
ん
」
を
初
め
て
読
ん
で
抱

　
　
　
＊
昭
和
鶴
年
（
1
9
6
8
年
）
は
、
明
治
1
◎
0
年
で
あ
る
。
東
大
安
田
講
　
　
　
　
　
腹
絶
倒
し
た
と
き
の
よ
う
な
印
象
で
は
書
け
な
か
っ
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
た

　
　
　
　
堂
が
占
拠
さ
れ
る
。
大
学
紛
争
が
、
全
国
に
広
ま
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
は
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。
私
の
「
漱
石
と
そ
の
時
代
」
に
つ
い

　
　
　
＊
昭
和
4
4
年
、
東
大
安
田
講
堂
の
封
鎖
解
除
に
、
機
動
隊
が
導
入
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
て
も
、
「
も
っ
と
明
る
く
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
感
想
を
聞

ρ

　
　
　
昭
和
4
4
年
度
の
東
大
入
試
は
、
中
止
と
な
る
。
芥
川
賞
は
、
庄
司
　
薫
の
　
　
　
　
　
か
せ
て
下
さ
っ
た
方
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
非
常
に
、
そ
う
だ
ろ
う
な
あ



μ　
　
　
と
思
っ
た
ん
で
す
よ
。
ど
う
し
て
そ
う
書
け
な
い
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
　
　
　
品
に
た
い
す
る
、
彪
大
に
し
て
詳
細
・
正
鵠
な
「
作
品
論
」
が
、
巷
に
は
溢
れ

　
　
　
　
…
…
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
た
。
江
藤
　
淳
を
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
作
品
論
」
を
咀
晴
せ
ず
に
評

　
　
　

『
漱
石
と
そ
の
時
代
第
一
部
』
・
『
漱
石
と
そ
の
時
代
第
二
部
』
は
、
「
暗
い
漱
　
　
　
家
の
能
才
だ
け
で
は
、
『
漱
石
と
そ
の
時
代
第
三
部
』
以
降
は
、
書
き
切
れ
な

　
　
石
」
像
に
、
位
置
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
だ
ろ
う
。
『
漱
石
と
そ
の
時
代
第
三
部
』
以
降
の
論
旨
の
「
薄
さ
」
は
、
逆

　
　
　

昭和
萄
年
、
漱
石
研
究
の
上
昇
期
・
最
盛
期
と
い
う
時
代
の
追
い
風
に
乗
っ
　
　
　
に
こ
の
時
期
へ
の
漱
石
研
究
の
、
蓄
積
の
総
量
の
「
厚
さ
」
を
物
語
っ
て
い

　
　
て
、
右
三
部
』
『
二
部
』
は
、
世
評
高
く
迎
え
ら
れ
る
。
漱
石
論
の
好
著
で
　
　
る
。

　
　
あ
り
、
漱
石
論
の
記
念
碑
的
著
書
で
あ
る
。
『
漱
石
と
そ
の
時
代
第
一
部
』
・
　
　
　
○
江
藤
は
、
平
成
1
1
年
（
6
8
歳
）
自
殺
す
る
。
「
以
来
の
江
藤
淳
は
形
骸
に

　
　

『漱
石と
そ
の
時
代
第
二
部
』
に
は
、
評
家
・
江
藤
　
淳
の
書
き
手
と
し
て
の
　
　
　
　
　
過
ぎ
ず
。
自
ら
処
決
し
て
形
骸
を
断
ず
る
」
（
7
月
2
1
日
の
遺
書
）
が
あ

　
　
幸
福
な
吐
息
が
感
じ
ら
れ
て
、
生
彩
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。

　
　
　
○
『
漱
石
と
そ
の
時
代
』
は
、
江
藤
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
っ
た
。
2
0
年
振
　
　
　
　
江
藤
　
淳
は
、
デ
ビ
ュ
ー
時
の
華
々
し
さ
と
・
仕
事
の
密
度
の
高
さ
に
反
比

　
　
　
　
り
に
稿
が
起
こ
さ
れ
、
『
漱
石
と
そ
の
時
代
第
三
部
』
が
平
成
5
年
1
0
月
　
　
　
例
し
て
、
晩
年
の
仕
事
は
、
崩
折
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
に
、
『
漱
石
と
そ
の
時
代
第
四
部
』
が
平
成
8
年
1
0
月
に
、
『
漱
石
と
そ
の
　
　
　
　
＊
昭
和
4
5
年
（
1
9
7
0
年
）
1
1
月
2
5
日
、
三
島
由
紀
夫
（
4
5
歳
〉
、
市
谷

　
　
　
　
時
代
第
五
部
』
（
未
完
、
『
明
暗
』
時
代
は
な
い
）
が
、
平
成
1
1
年
1
2
月
に
　
　
　
　
　
の
陸
上
自
衛
隊
東
部
方
面
総
監
部
で
、
割
腹
自
殺
す
る
。

　
　
　
　
刊
行
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
月
2
5
日
、
三
島
は
、
『
天
入
五
衰
』
（
「
豊
饒
の
海
」
第
四
巻
）
の
最
終
回

　
　
　
し
か
し
『
第
三
部
』
以
降
は
、
生
彩
を
欠
い
て
い
る
。
論
旨
自
体
も
、
真
　

を
、
既
に
脱
稿
し
て
い
る
。
『
天
人
五
衰
』
の
最
終
回
の
原
稿
（
三
重
に
封
印

　
　
如
か
ら
ず
れ
出
す
。
例
え
ば
、
「
こ
の
手
紙
に
現
わ
れ
て
い
る
漱
石
の
幼
な
さ
　
　
　
さ
れ
た
・
新
潮
社
に
渡
す
）
に
は
、
「
『
豊
饒
の
海
』
完
。
昭
和
四
十
五
年
十
一

　
　

は

ほと
ん
ど
噴
飯
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
『
漱
石
と
そ
の
時
代
　
　
　
月
二
十
五
日
」
と
、
記
さ
れ
て
い
た
。
『
天
人
五
衰
』
の
最
後
は
、
次
の
文
で

　
　
第
五
部
』
）
で
は
、
磯
田
多
佳
あ
て
漱
石
書
簡
の
真
意
が
綾
小
化
さ
れ
よ
う
。
　
　
　
終
わ
る
。

　
　
　
し
ろ
う
と
　
　
く
ろ
う
と

　
　

「素
人
と
黒
入
」
（
大
正
3
年
）
で
、
「
素
人
の
尊
さ
」
を
漱
石
は
本
気
で
言
っ
　
　
　
　
　
　
数
珠
を
繰
る
や
う
な
蝉
の
声
が
こ
こ
を
領
し
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
や
く
ま
く

　
　

て

いる
の
だ
か
ら
。
磯
田
多
佳
と
の
応
答
は
、
「
素
人
と
黒
人
」
の
実
践
で
も
　
　
　
　
　
　
そ
の
ほ
か
に
は
何
一
つ
音
と
て
な
く
、
寂
莫
を
極
め
て
ゐ
る
。
こ
の
庭

　
　
あ
っ
た
の
だ
か
ら
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
何
も
な
い
。
記
憶
も
な
け
れ
ば
何
も
な
い
と
こ
ろ
へ
、
自
分
は
来
て

　
　
　

『
漱
石
と
そ
の
時
代
第
三
部
』
は
、
平
成
2
年
1
1
月
に
稿
が
起
こ
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
し
ま
つ
た
と
本
多
は
思
つ
た
。

　
　

平成
2
年
は
、
作
品
論
の
時
代
に
入
っ
て
久
し
い
。
平
成
3
年
に
は
既
に
『
漱
　
　
　
　
　
　
庭
は
夏
の
日
ざ
か
り
の
日
を
浴
び
て
し
ん
と
し
て
ゐ
る
。
…
…

　
　

石作
品
論
集
成
』
（
全
十
二
巻
、
別
巻
一
巻
）
も
出
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作



　
　
1
2　
0
昭
和
4
6
年
に
、
越
智
治
雄
の
著
『
漱
石
私
論
』
（
昭
和
4
6
年
6
月
、
角
　
　
　
る
。
『
漱
石
私
論
』
は
、
暗
く
、
重
く
、
深
刻
で
あ
る
。

　
　
　川
書
店
）
が
出
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
好
行
雄
・
平
岡
敏
夫
の
、
「
対
談
1
1
漱
石
図
書
館
か
ら
の
展
望
」
（
解
釈
と

　
　
　
漱
石論
の
、
記
念
碑
的
著
書
で
あ
る
。
今
や
「
神
話
」
と
し
て
語
ら
れ
る
、
　
　
　
鑑
賞
」
、
昭
和
5
9
年
1
0
月
号
）
に
、
三
好
行
雄
の
次
の
総
評
が
あ
る
。

　
　伝
説
の
書
で
も
あ
る
。
鋭
い
感
性
と
論
理
化
の
せ
め
ぎ
合
う
・
煮
詰
ま
っ
た
文
　
　
　
　
　
　
『
漱
石
私
論
』
と
い
う
本
は
幸
せ
な
本
と
い
う
気
も
し
ま
す
。
そ
う
い

　
　
体は
読
み
に
く
い
と
の
定
評
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
対
象
を
持
ち
、
そ
の
よ
う
に
書
け
る
と
い
う
こ
と
は
。
（
中
　
略
）
越

　
　
　
「あ
と
が
き
」
に
、
次
の
、
有
名
な
文
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
智
さ
ん
そ
の
も
の
の
、
何
か
原
質
的
な
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
漱
石
と

　
　
　
　
　最
後
に
、
私
の
漱
石
論
の
よ
き
導
き
で
あ
り
つ
づ
け
た
一
つ
の
言
葉
を
　
　
　
　
　
の
出
会
い
で
こ
う
い
う
形
に
な
っ
て
く
る
。
『
漱
石
私
論
』
と
い
う
言
い

　
　
　
　
書
き
写
し
て
お
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
方
は
、
や
は
り
本
当
に
私
論
で
あ
っ
て
、
誰
も
そ
れ
を
真
似
出
来
な
い
、

　
　
　
　
　
　演
奏
家
の
独
自
の
楽
譜
の
読
み
方
を
す
る
こ
と
と
、
傑
作
を
〈
原
形
　
　
　
　
　
そ
れ
は
一
回
限
り
の
越
智
さ
ん
の
存
在
証
明
の
よ
う
な
も
の
で
、
（
後

　
　
　
　
　
に
戻
す
〉
こ
と
と
、
こ
の
二
つ
は
矛
盾
す
る
こ
と
も
よ
く
あ
る
け
れ
ど
　
　
　
　
　
略
）

　
　
　
　
　
も
、
さ
れ
ば
と
い
っ
て
お
よ
そ
〈
読
み
方
〉
を
す
べ
て
捨
て
れ
ば
、
原
　
　
　
　
○
昭
和
4
6
年
は
、
実
存
主
義
思
潮
期
・
漱
石
研
究
の
高
揚
期
・
存
在
論
的
漱

　
　
　
　
　
形
が
戻
っ
て
く
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
で
は
な
く
　
　
　
　
　
石
論
の
隆
盛
期
で
あ
る
。
の
ち
の
、
三
好
行
雄
・
越
智
治
雄
の
研
究
の
骨

　
　
　
　
　
て
、
私
た
ち
は
、
ま
す
ま
す
深
い
読
み
方
へ
の
道
を
た
ど
っ
て
ゆ
く
ほ
　
　
　
　
　
格
を
形
作
る
こ
と
と
な
る
、
三
好
・
越
智
ら
が
始
め
た
「
文
学
史
の
会
」

　
　
　
　
　

か
に
〈
原
形
〉
に
達
す
る
道
は
な
い
の
だ
（
吉
田
秀
和
氏
著
『
現
代
の
　
　
　
　
　
と
い
う
、
近
代
文
学
の
「
研
究
会
」
も
前
夜
史
の
出
来
事
と
し
て
あ
っ

　
　
　
　
　演
奏
』
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。
そ
し
て
越
智
自
身
の
「
原
質
的
な
も
の
」
と
漱
石
と
の
出
会
い
と
、

　
　
　
　
　
私
が
深
い
読
み
方
に
至
り
え
て
い
る
と
は
言
え
な
い
が
、
本
書
が
私
の
　
　
　
　
　
「
幸
せ
な
」
偶
然
が
重
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

「
読
み方
」
の
記
録
で
あ
る
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
漱
石
私
論
』
は
、
越
智
治
雄
に
と
っ
て
「
必
要
な
漱
石
の
意
味
」
を
、
徹

　
　
　
〇
三
好
行
雄
の
感
想
が
、
「
座
談
会
・
わ
が
漱
石
像
」
（
「
國
文
學
」
、
昭
和
4
6
　
　
　
底
的
に
・
自
覚
的
に
書
い
て
い
る
。

　
　
　
　
年
9
月
臨
時
増
刊
号
）
に
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
平
成
2
年
、
『
漱
石
作
品
論
集
成
』
が
出
る
。

　
　
　
　
　

「猫
」
と
か
「
濠
虚
集
」
の
論
文
を
読
ん
だ
と
き
に
越
智
君
に
言
っ
た
　
　
　
　
［
全
十
二
巻
＋
別
巻
＝
『
漱
石
作
品
論
集
成
』
（
平
成
3
年
3
月
～
平
成
3

　
　
　
　
こ
と
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
「
こ
れ
じ
ゃ
漱
石
が
苦
し
く
て
し
ょ
う
が
　
　
　
年
1
2
月
、
桜
楓
社
）
で
あ
る
。
漱
石
の
主
要
作
品
ご
と
に
、
企
画
委
員
二
名

　
　
　
　
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
っ
た
ふ
う
な
感
じ
で
し
て
ね
…
…
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
必
読
・
重
要
な
作
品
論
を
選
択
・
収
録
す
る
。

　
　
　

『漱
石
私論
』
は
、
傭
鰍
す
れ
ば
昭
和
2
4
年
・
伊
藤
整
の
＝
種
の
人
間
　
　
　
　
監
修
玉
井
敬
之
、
企
画
委
員
浅
田
　
隆
・
浅
野
洋
・
太
田
　
登
・
鳥

拓　
　
存
在
の
原
罪
的
な
不
安
」
を
嗜
矢
と
す
る
、
「
暗
い
漱
石
」
像
の
帰
結
で
も
あ
　
　
　
井
正
晴
・
藤
井
淑
禎
・
堀
部
功
夫
・
村
田
好
哉
で
あ
る
。
漱
石
研
究
は
、
益
々



4
5
　
　
彪
大
に
膨
れ
上
が
り
、
専
門
の
研
究
者
で
す
ら
、
ど
こ
か
ら
手
を
着
け
て
よ
い
　
　
　
愛
ほ
か
に
よ
る
編
集
で
あ
る
。

　
　

か

解ら
な
い
現
況
が
あ
る
。
研
究
へ
の
案
内
記
が
、
そ
れ
こ
そ
案
内
記
へ
の
　
　
　
　
○
昭
和
4
6
年
、
刊
行
中
の
『
明
治
文
学
全
集
』
は
、
「
夏
目
漱
石
集
」
の
、

　
　

「案
内
記
」
が
、
必
要
と
さ
れ
た
。
漱
石
研
究
の
、
一
代
「
交
通
整
理
」
で
あ
　
　
　
　
　
配
本
で
あ
る
。

　
　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
明
治
文
学
全
集
　
第
5
5
巻
「
夏
目
漱
石
集
」
』
（
昭
和
4
6
年
6
月
、
筑

　
　
　

最終
巻
で
あ
る
、
鳥
井
正
晴
・
藤
井
淑
禎
編
『
漱
石
作
品
論
集
成
［
第
十
二
　
　
　
　
　
摩
書
房
）
で
あ
る
。
巻
の
編
集
は
、
猪
野
謙
二
で
あ
る
。

　
　
巻
U
「
明
暗
に
く
平
成
3
年
1
1
月
）
の
、
鼎
談
の
最
後
を
、
次
に
8
1
用
す
る
。

　
　
　
　

太田
　
『
漱
石
作
晶
論
集
成
』
そ
の
も
の
の
鼎
談
も
最
後
に
な
り
ま
し
　
　
　
1
3
　
0
昭
和
4
9
年
に
、
荒
　
正
人
の
著
『
漱
石
研
究
年
表
』
（
昭
和
4
9
年
1
0

　
　
　
　
　
　
　
た
。
（
中
　
略
）
こ
の
『
漱
石
作
晶
論
集
成
』
そ
の
も
の
が
果
た
　
　
　
　
月
、
集
英
社
）
が
出
る
。

　
　
　
　
　
　
　
す
役
割
に
つ
い
て
一
言
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
集
英
社
の
『
漱
石
文
学
全
集
』
（
全
十
巻
）
の
、
別
巻
で
あ
る
。
総
5
6
5

　
　
　
　
鳥
井
　
今
更
な
が
ら
、
漱
石
研
究
の
総
体
と
し
て
の
蓄
積
の
力
と
い
う
も
　
　
　
頁
が
す
べ
て
、
漱
石
の
一
生
（
4
9
歳
と
1
0
ヶ
月
）
の
、
伝
記
に
当
て
ら
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　

のを
感
じ
ま
し
た
。
だ
か
ら
安
直
な
卒
論
対
策
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
　
　
　
る
。

　
　
　
　
　
　
　
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
困
る
な
と
い
う
こ
と
が
ま
ず
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
昭
和
5
9
年
に
、
小
田
切
秀
雄
監
修
『
増
補
改
訂
漱
石
研
究
年
表
』
（
昭
和
5
9

　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
と
結
果
と
し
て
越
智
治
雄
さ
ん
の
『
漱
石
私
論
㎞
か
ら
、
　
　
　
年
6
月
、
集
英
社
）
が
出
る
。
総
8
9
1
頁
に
増
え
て
い
る
。
小
田
切
秀
雄
の

　
　
　
　
　
　
　十
一
本
も
収
録
さ
れ
て
、
十
二
巻
の
う
ち
九
巻
に
入
っ
た
わ
け
で
　
　
　
「
増
補
改
訂
版
　
「
後
記
」
」
を
、
引
く
。

　
　
　
　
　
　
　
す
ね
。
だ
か
ら
『
漱
石
私
論
』
が
解
体
さ
れ
て
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
　
　
　
　
　
　
そ
の
詳
細
と
い
う
の
は
、
一
つ
の
事
実
を
た
し
か
め
る
た
め
に
も
実
に

　
　
　
　
　
　
　
ち
ゃ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
残
さ
　
　
　
　
　
多
く
の
文
献
を
あ
さ
り
、
ま
た
多
く
の
ひ
と
を
さ
が
し
て
会
い
に
行
く
、

　
　
　
　
　
　
　

れ
た
別
の
課
題
で
す
ね
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
よ
う
な
労
苦
が
果
て
も
な
く
つ
み
重
ね
ら
れ
て
よ
う
や
く
可
能
に

　
　
　
平
成
3
年
1
1
月
現
在
、
『
漱
石
作
品
論
集
成
〔
全
十
二
巻
］
』
に
、
1
1
本
の
越
　
　
　
　
　
な
っ
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
、
こ
の
年
表
の
背
後
に
は
荒
正
人
の
猛
烈
な
調

　
　
智
論
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
企
画
委
員
同
士
の
、
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
は
し
　
　
　
　
　
査
探
索
の
持
続
が
あ
り
、
そ
れ
は
漱
石
と
の
い
つ
終
る
と
も
知
れ
ぬ
格
闘

　
　

て

いな
い
。
こ
の
期
、
『
漱
石
私
論
』
が
、
い
か
に
根
強
い
影
響
力
が
あ
っ
た
　
　
　
　
　
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
（
申
　
略
）
か
れ
は
わ
た
し
と
同
じ
勤
め
先
の

　
　

か
が
解
かる
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
の
教
授
室
で
い
つ
も
電
話
の
前
に
長
時
間
座
り
こ
ん
で
、
か
れ
独
特

　
　
　

越智
治
雄
に
は
、
「
漱
石
と
夢
の
極
点
」
、
「
倫
敦
塔
再
訪
」
を
収
録
す
る
、
　
　
　
　
の
厚
い
名
簿
を
前
に
し
て
北
海
道
か
ら
鹿
児
島
に
ま
で
電
話
を
か
け
続

　
　

『漱
石と
文
明
』
（
昭
和
劔
年
8
月
、
砂
子
屋
書
房
）
も
あ
る
。
越
智
治
雄
は
、
　
　
　
　
　
け
て
い
る
ー
そ
れ
が
み
な
漱
石
に
関
す
る
問
い
合
せ
で
あ
っ
た
（
学
校

　
　
昭
和
5
8
年
（
5
3
歳
）
、
死
去
す
る
。
「
漱
石
と
文
明
』
は
、
十
川
信
介
・
前
田
　
　
　
　
　
で
の
か
れ
の
長
距
離
通
話
料
が
月
四
十
万
ほ
ど
に
な
っ
て
問
題
に
な
り
か



　
　
　
　け
た
こ
と
が
あ
る
∨
。
（
中
　
略
）
ダ
ン
テ
や
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
に
つ
い
て
　
　
　
　
○
昭
和
4
6
年
に
、
柄
谷
行
入
の
「
内
側
か
ら
見
た
生
ー
「
夢
十
夜
」
論
」
（
昭

　
　
　
　
も
、
ゲ
ー
テ
や
ト
ル
ス
ト
イ
や
ド
ス
ト
イ
エ
フ
ス
キ
ー
に
つ
い
て
も
、
こ
　
　
　
　
　
和
4
6
年
7
月
、
「
季
刊
藝
術
」
）
が
あ
る
。

　
　
　
　
んな
く
わ
し
い
年
表
は
出
て
い
な
い
。
か
れ
は
漱
石
に
つ
い
て
分
・
秒
ま
　
　
　
　
○
昭
和
4
7
年
に
、
日
本
文
学
協
会
編
集
「
日
本
文
学
」
（
昭
和
4
7
年
6
月
、

　
　
　
　

で明
ら
か
に
し
た
い
、
と
い
っ
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
来
社
）
が
、
「
明
治
四
十
年
以
前
の
漱
石
」
の
、
特
集
を
組
む
。

　
　
　晩
年
の
荒
　
正
入
の
、
長
電
話
と
長
距
離
電
話
は
有
名
で
あ
る
。
晩
年
の
荒
　
　
　
　
○
昭
和
4
8
年
に
、
ジ
ャ
ン
ー
ジ
ャ
ッ
ク
・
オ
リ
ガ
ス
の
「
「
蜘
蛛
手
」
の
街
1

　
　
は
、
漱
石
を
語
っ
て
は
口
吻
泡
を
飛
ば
す
・
漱
石
へ
の
思
い
入
れ
は
、
「
狂
」
　
　
　
　
漱
石
初
期
の
作
品
の
一
断
面
」
（
昭
和
4
8
年
1
月
、
「
季
刊
藝
術
」
）
が
あ

　
　

の

様を
・
・
王
す
る
程
に
凄
ま
じ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。

　
　
　

『漱
石研
究
年
表
』
は
、
漱
石
研
究
者
に
と
っ
て
、
必
須
の
「
座
右
の
書
」
　
　
　
○
昭
和
題
年
に
、
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
目
漱
石
の
作
家
的
出
発
を
め
ぐ
っ
て
」

　
　

であ
る
。
最
近
、
漱
石
研
究
者
に
よ
っ
て
、
記
事
の
誤
謬
と
調
査
不
足
が
除
々
　
　
　
　
　
（
昭
和
4
8
年
4
月
、
「
國
文
學
」
）
が
、
企
画
さ
れ
る

　
　
に
指
摘
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
昭
和
4
9
年
に
、
日
本
文
学
協
会
編
集
「
日
本
文
学
」
（
昭
和
4
9
年
5
月
、

　
　
　
○
昭
和
4
5
年
に
江
藤
　
淳
著
『
漱
石
と
そ
の
時
代
第
一
部
』
『
漱
石
と
そ
の
　
　
　
　
未
来
穀
〉
が
、
「
明
治
三
十
九
年
・
漱
石
と
そ
の
周
辺
」
の
、
特
集
を
組

　
　
　
　
時
代
第
二
部
』
が
、
昭
和
4
6
年
に
越
智
治
雄
著
『
漱
石
私
論
』
が
、
昭
和
　
　
　
　
　
む
。

　
　
　
　

4
9
年
に
荒
　
正
人
の
『
漱
石
研
究
年
表
』
が
と
、
漱
石
研
究
の
記
念
碑
　
　
　
　
○
昭
和
5
2
年
に
、
秋
山
　
駿
・
柄
谷
行
人
「
対
話
漱
石
と
現
代
」
（
昭
和

　
　
　
　
的
「
著
作
」
が
昭
和
4
0
年
代
後
半
に
輩
出
す
る
こ
と
は
、
偶
然
で
は
な
い
　
　
　
　
5
2
年
1
1
月
、
「
ユ
リ
イ
カ
」
）
に
、
柄
谷
行
人
の
、
次
の
発
言
が
あ
る
。

　
　
　
　
だ
ろ
う
。
漱
石
死
去
・
半
世
紀
と
少
し
、
漱
石
研
究
が
蓄
積
し
、
そ
し
て
　
　
　
　
　
　
今
の
精
綴
な
漱
石
研
究
と
い
う
も
の
が
な
に
か
不
愉
快
な
ん
で
す
ね
。

　
　
　
　

「
収穫
」
の
季
節
を
迎
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
非
常
に
こ
ま
か
く
な
っ
て
い
る
け
ど
も
、
ど
こ
か
根
本
的
に
だ
め
な
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
。
今
年
日
本
へ
帰
っ
て
来
て
か
ら
（
ア
メ

　
　
ー
4

　昭
和
4
0
年
代
後
半
に
は
、
と
り
わ
け
『
夢
十
夜
』
・
『
濠
虚
集
』
が
脚
光
を
　
　
　
　
　
リ
カ
か
ら
1
論
者
注
）
、
あ
る
雑
誌
の
「
漱
石
特
集
」
と
い
う
の
を
読
ん

　
　
　
浴
び
る
。
『
夢
十
夜
』
・
『
濠
虚
集
』
に
こ
そ
、
漱
石
文
学
の
原
点
が
あ
る
と
　
　
　
　
　
で
、
も
う
本
当
に
泣
き
た
く
な
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
（
中
　
略
）

　
　
　
言
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
く
の
場
合
は
、
漱
石
に
つ
い
て
の
関
心
が
、
漱
石
の
年
令
で
い
え
ば

　
　
　
　
同
時
に
、
初
期
作
品
、
「
作
家
以
前
の
漱
石
」
が
注
目
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ご
く
若
返
っ
て
き
て
い
る
。
学
者
の
時
期
の
漱
石
に
い
ま
は
興
味
が
あ

　
　
　
○
昭
和
4
6
年
に
、
日
本
文
学
協
会
編
集
「
日
本
文
学
　
特
集
ー
夏
目
漱
石
・
　
　
　
　
　
り
ま
す
ね
。

　
　
　
　

「夢
十
夜
ヒ
（
昭
和
4
6
年
4
月
、
未
来
社
〉
が
、
『
夢
十
夜
』
の
特
集
を
組
　
　
　
　
〇
三
好
行
雄
・
平
岡
敏
夫
「
対
談
1
1
漱
石
図
書
館
か
ら
の
展
望
」
（
昭
和
5
9

4
7
　
　　
　
む
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
1
0
月
、
「
解
釈
と
鑑
賞
」
）
に
、
平
岡
の
次
の
発
言
が
あ
る
。
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越智
さ
ん
も
、
桶
谷
さ
ん
も
こ
う
い
う
（
ユ
ー
モ
ア
文
学
の
よ
う
な
　
　
　
　
号
よ
り
も
、
断
然
と
多
い
だ
ろ
う
。
漱
石
の
特
集
号
は
、
群
を
抜
い
て
い

　
　
　
　ー
論
者
注
）
『
坊
つ
ち
や
ん
』
が
自
分
の
漱
石
像
の
中
に
入
っ
て
く
る
必
　
　
　
　
る
。

　
　
　
　
要
は
な
い
。
「
坊
つ
ち
や
ん
」
論
が
、
な
い
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
は
昭
和
　
　
　
　
○
「
國
文
學
」
（
学
燈
社
）
の
漱
石
特
集
号
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
四
十
年
の
中
頃
ま
で
ず
っ
と
そ
う
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
整
理
番
号
①
　
「
國
文
學
」
昭
和
3
1
年
1
2
月
号
　
　
特
集
・
夏
目
漱
石
の

　
　
　

越智
治
雄
の
『
漱
石
私
論
』
は
、
昭
和
蝿
年
に
出
る
。
桶
谷
秀
昭
の
『
夏
目
　
　
　
　
　
総
合
探
求

　
　

漱
石論
』
（
河
出
書
房
新
社
）
は
、
昭
和
4
7
年
に
出
る
。
「
昭
和
鶴
年
の
中
頃
ま
　
　

②
「
國
文
學
」
昭
和
4
3
年
2
月
号
　
特
集
・
漱
石
文
学
の
人
間
像

　
　

で

『坊
っ
ち
ゃ
ん
』
論
が
な
い
と
い
う
こ
と
」
と
、
『
夢
十
夜
』
・
『
濠
虚
集
』
　
　
③
「
國
文
學
」
昭
和
4
4
年
4
月
号
　
特
集
・
漱
石
文
学
の
世
界

　
　

が
注目
さ
れ
、
「
作
家
以
前
の
漱
石
」
に
関
心
が
向
か
う
こ
と
は
、
正
比
例
の
　
　
④
「
國
文
學
」
昭
和
4
5
年
4
月
号
　
特
集
・
漱
石
文
学
の
構
図

　
　

関
係
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
「
國
文
學
」
昭
和
4
6
年
9
月
臨
時
増
刊
号
　
特
集
・
夏
目
漱
石
の
手
帖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
併
せ
て
、
「
漱
石
研
究
文
献
目
録
」
（
昭
和
4
5
年
3
月
～
4
6
年
3
月
）
の
、

　
　

1
5
　
ま
た
、
昭
和
4
0
年
代
後
半
、
「
漱
石
の
恋
入
探
し
」
が
、
ト
ピ
ッ
ク
に
な
　
　
　
　
　
掲
載
が
始
ま
る
。
（
仮
に
整
理
番
号
①
と
す
る
）

　
　
　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漱
石
論
は
年
間
、
雑
誌
論
文
が
2
0
0
本
、
単
行
本
が
2
0
冊
と
言
わ
れ

　
　
　

江藤
　
淳
は
、
兄
・
和
三
郎
の
妻
「
登
世
」
を
、
意
中
の
人
と
見
る
。
小
　
　
　
　
る
。

　
　

坂

晋
は
、
友
人
の
大
塚
保
治
の
妻
「
楠
緒
子
」
を
、
意
中
の
人
と
見
る
。
宮
　
　
⑥
「
國
文
學
」
昭
和
4
8
年
4
月
号
　
特
集
・
漱
石
文
学
の
原
点

　
　
井
一
郎
は
、
『
永
日
小
品
』
の
中
の
『
心
』
の
女
（
花
柳
界
周
辺
に
生
活
す
る
）
　
　
　
　
　
「
漱
石
研
究
文
献
目
録
」
（
昭
和
妬
年
4
月
～
4
7
年
1
2
月
V
、
掲
載
さ
れ

　
　
を
、
漱
石
の
恋
愛
体
験
の
告
白
と
見
る
。
各
論
者
そ
れ
ぞ
れ
に
、
彪
大
な
考
証
　
　
　
　
　
る
。
（
整
理
番
号
②
）

　
　
を
重
ね
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
「
國
文
學
」
昭
和
4
9
年
1
1
月
号
　
特
集
・
漱
石
文
学
の
変
貌

　
　
　
昭
和
4
7
年
7
月
、
「
文
学
」
（
岩
波
書
店
）
は
、
中
山
和
子
、
小
坂
　
晋
、
宮
　
　
　
　
　
「
漱
石
研
究
文
献
目
録
」
（
昭
和
4
8
年
1
月
～
4
9
年
6
月
）
、
掲
載
さ
れ

　
　
井
一
郎
三
者
の
、
「
漱
石
の
恋
人
」
論
考
を
、
掲
載
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
（
整
理
番
号
③
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
「
國
文
學
」
昭
和
閲
年
1
1
月
号
　
特
集
・
江
藤
淳
・
そ
の
軌
跡
と
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
　
特
集
2
・
夏
目
漱
石

　
　
　
　
　
　
四　
「
國
文
學
」
・
「
解
鐸
と
鑑
賞
」
の
、
漱
石
特
集
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
「
漱
石
研
究
文
献
目
録
」
（
昭
和
姪
年
7
月
～
5
0
年
7
月
〉
、
掲
載
さ
れ

　
　
1
6　国
文
学
の
専
門
雑
誌
「
國
文
學
」
（
学
燈
社
）
と
、
「
解
繹
と
鑑
賞
」
（
至
　
　
　
　
　
る
。
（
整
理
番
号
④
）

　
　
　
文
堂
）
が
、
漱
石
の
特
集
号
を
頻
繁
に
組
み
出
す
。
「
源
氏
物
語
」
の
特
集
　
　
⑨
「
國
文
學
」
昭
和
5
1
年
1
1
月
号
　
特
集
・
夏
目
漱
石
ー
作
品
に
深
く
測



　
　
　
　
鉛を
お
ろ
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
る
。
（
整
理
番
号
⑩
）

　
　
　
　併
せ
て
、
「
作
品
別
夏
目
漱
石
研
究
史
」
を
、
掲
載
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
「
國
文
學
」
平
成
元
年
4
月
号
　
　
特
集
・
夏
目
漱
石
伝
・
作
品
へ
の
通

　
　
　　
　
「
漱
石
研
究
文
献
目
録
」
（
昭
和
印
年
8
月
～
5
1
年
7
月
）
、
掲
載
さ
れ
　
　
　
　
　
路

　
　
　
　
る
。
（
整
理
番
号
⑤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
漱
石
研
究
文
献
目
録
」
（
昭
和
6
2
年
1
月
～
昭
和
6
3
年
6
月
）
、
掲
載
さ

　
　
　⑩
「
國
文
學
」
昭
和
5
3
年
5
月
号
　
特
集
・
夏
目
漱
石
出
生
か
ら
明
暗
　
　
　
れ
る
。
（
整
理
番
号
⑪
）

　
　
　
　
の
彼方
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
「
國
文
學
」
平
成
4
年
5
月
号
　
　
特
集
・
漱
石
論
の
地
平
を
拓
く
も
の

　
　
　　
　
「
漱
石
研
究
文
献
目
録
」
（
昭
和
5
1
年
8
月
～
昭
和
5
3
年
1
月
）
、
掲
載
さ
　
　
　
　
　
ー
い
ま
作
品
を
読
む

　
　
　
　
れ
る
。
（
整
理
番
号
⑥
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⇔
「
國
文
學
」
平
成
6
年
1
月
臨
時
増
刊
号
　
　
特
集
・
夏
目
漱
石
の
全
小

　
　
　⑪
「
國
文
學
」
昭
和
5
4
年
5
月
号
　
　
特
集
・
夏
目
漱
石
　
新
し
い
視
角
を
　
　
　
　
　
説
を
読
む

　
　
　
　
求
め
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
併
せ
て
、
「
作
品
ご
と
に
［
研
究
の
現
在
］
と
［
作
晶
の
分
析
］
」
を
、
掲

　
　
　　
　
「
漱
石
研
究
文
献
目
録
」
（
昭
和
5
3
年
2
月
～
昭
和
5
4
年
1
月
）
、
掲
載
さ
　
　
　
　
　
載
す
る
。

　
　
　
　
れ
る
。
（
整
理
番
号
⑦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲
「
國
文
學
」
平
成
9
年
5
月
号
　
　
特
集
・
夏
目
漱
石
　
時
代
の
コ
ー
ド

　
　
　
⑫
「
國
文
學
」
昭
和
5
6
年
1
0
月
号
　
特
集
・
漱
石
「
三
四
郎
」
と
「
こ
・
　
　
　
の
中
で

　
　
　
　
ろ
」
の
世
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
「
國
文
學
」
平
成
1
3
年
1
月
号
　
　
特
集
・
新
し
い
漱
石
へ

　
　
　　
　
「
漱
石
研
究
文
献
目
録
」
（
昭
和
5
4
年
2
月
～
昭
和
5
6
年
4
月
）
、
掲
載
さ
　
　
　
　
⑳
「
國
文
學
」
平
成
1
8
年
3
月
号
　
　
特
集
・
漱
石
・
世
界
文
明
と
漱
石

　
　
　
　
れ
る
。
（
整
理
番
号
⑧
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
「
國
文
學
」
平
成
2
◎
年
6
月
臨
時
増
刊
号
　
　
特
集
・
漱
石
ー
ロ
ン
ド

　
　
　
⑬
「
國
文
學
」
昭
和
5
7
年
9
月
号
　
特
集
・
猫
の
文
学
博
物
誌
　
　
　
　
　
　
ン
、
中
国
な
ど
で
何
が
起
こ
っ
た
か

　
　
　⑭
「
國
文
學
」
昭
和
田
年
1
1
月
号
　
　
特
集
・
夏
目
漱
石
　
比
較
文
学
の
視

　
　
　
　
点
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
「
解
繹
と
鑑
賞
」
（
至
文
堂
）
の
漱
石
特
集
号
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　　
「
漱
石
研
究
文
献
目
録
」
（
昭
和
5
6
年
5
月
～
昭
和
訂
年
1
2
月
）
、
掲
載
さ
　
　
　
　
　
整
理
番
号
①
　
「
解
繹
と
鑑
賞
」
昭
和
3
1
年
1
2
月
号
　
特
集
・
漱
石
・
作

　
　
　
　
れ
る
。
（
整
理
番
号
⑨
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
品
論
と
資
料

　
　
　⑮
「
國
文
學
」
昭
和
6
1
年
3
月
号
　
　
特
集
・
漱
石
「
道
草
」
か
ら
「
明
暗
」
　
　
　
②
「
解
繹
と
鑑
賞
」
昭
和
四
年
3
月
号
　
　
特
集
・
夏
目
漱
石
研
究
図
書
館

　
　
　
　

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　併
せ
て
、
「
作
品
論
・
同
時
代
批
評
と
評
価
の
変
遷
史
」
を
、
掲
載
す
る
。

紹
　
　
「
漱
石
研
究
文
献
目
録
」
（
昭
和
5
8
年
9
月
～
昭
和
㈱
年
8
月
）
、
掲
載
さ
　
　
③
「
解
鐸
と
鑑
賞
」
昭
和
4
3
年
1
1
月
号
　
特
集
・
漱
石
と
明
治



孤

　
　
④
「
解
繹
と
鑑
賞
」
昭
和
4
5
年
9
月
号
　
特
集
・
新
し
い
漱
石
像
　
　
　
　
　
平
岡
　
あ
と
『
漱
石
と
そ
の
時
代
』
が
四
十
五
年
に
出
ま
す
か
ら
、
結

　
　
　
⑤
「
解
繹
と
鑑
賞
」
昭
和
5
0
年
2
月
号
　
特
集
・
夏
目
漱
石
の
軌
跡
　
　
　
　
　
　
局
、
こ
の
間
の
二
十
年
の
漱
石
研
究
の
歩
み
が
い
ろ
い
ろ
な
形
で

　
　
　
⑥
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
和
5
3
年
1
1
月
号
　
特
集
・
夏
目
漱
石
〈
そ
の
虚
像
　
　
　
　
　
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
研
究
自
体
が
一
種
の
ド
ラ
マ
の
よ
う

　
　
　
　
と
実
像
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
（
後
　
略
）

　
　
　
⑦
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
和
5
4
年
6
月
号
　
特
集
・
、
吾
輩
は
猫
で
あ
る
”
　
　
　
⑪
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
和
6
3
年
8
月
号
　
特
集
・
夏
目
漱
石
ー
作
家
論
と

　
　
　

⑧

「解
釈
と
鑑
賞
」
昭
和
5
6
年
6
月
号
　
特
集
・
夏
目
漱
石
表
現
と
し
　
　
　
作
品
論

　
　
　
　

て

の
漱
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
「
解
釈
と
鑑
賞
」
平
成
2
年
9
月
号
　
特
集
・
夏
日
漱
石
文
学
に
み
る

　
　
　

⑨

「解
釈
と
鑑
賞
」
昭
和
5
7
年
1
1
月
号
　
特
集
・
夏
目
漱
石
　
　
　
　
　
　
男
と
女

　
　
　

⑩

「解
釈
と
鑑
賞
」
昭
和
5
9
年
1
0
月
号
　
特
集
・
新
・
夏
目
漱
石
研
究
図
　
　
⑬
「
解
釈
と
鑑
賞
」
平
成
7
年
4
月
号
　
特
集
・
夏
穏
漱
石
研
究
の
た
め

　
　
　
　
書
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
こ
の
巻
に
は
、
三
好
行
雄
・
平
岡
敏
夫
の
「
対
談
‖
漱
石
図
書
館
か
ら
　
　
⑭
「
解
釈
と
鑑
賞
」
平
成
9
年
6
月
号
　
特
集
・
外
国
人
が
見
た
夏
目
漱

　
　
　
　

の展
望
」
を
、
掲
載
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石

　
　
　
　
　
次
に
、
そ
の
一
部
を
引
く
。
漱
石
の
研
究
が
自
覚
的
に
さ
れ
て
い
く
段
　
　
　
　
⑮
「
解
釈
と
鑑
賞
」
平
成
1
3
年
3
月
号
　
　
特
集
・
二
十
一
世
紀
の
夏
目
漱

　
　
　
　
階
が
、
浮
か
び
あ
が
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石

　
　
　
　
三

好　
　
「
夏
目
漱
石
研
究
図
書
館
」
と
い
う
特
集
が
昭
和
三
十
九
年
、
　
　
　
　
⑯
「
解
釈
と
鑑
賞
」
平
成
1
7
年
6
月
号
　
　
特
集
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
読
む
夏

　
　
　
　
　
　
　
ち
ょ
う
ど
二
十
年
前
に
あ
っ
て
、
そ
れ
を
受
け
た
「
新
」
と
い
う
　
　
　
　
　
目
漱
石

　
　
　
　
　
　
　
こ
と
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
（
後
　
略
）

　
　
　
　
三
好　
　
多
分
三
十
九
年
で
し
た
か
、
こ
の
前
後
、
漱
石
に
限
ら
ず
研
究
　
　
　
1
7
　
「
事
典
」
「
辞
典
」
類
も
、
整
い
出
す
。

　
　
　
　
　
　
　史
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
一
つ
の
研
究
領
域
と
し
て
問
題
に
な
っ
　
　
　
　
○
堕
谷
　
賛
編
『
夏
目
漱
石
事
典
』
（
昭
和
3
1
年
8
月
、
創
元
社
）
。

　
　
　
　
　
　
　
てき
て
、
戦
後
二
十
年
近
く
た
っ
て
研
究
の
蓄
積
が
で
き
、
研
究
　
　
　
　
○
實
方
　
清
編
『
夏
目
漱
石
辞
典
』
（
昭
和
4
7
年
4
月
、
清
水
弘
文
堂
）
。

　
　
　
　
　
　
　史
を
踏
ま
え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
（
後
　
略
）
　
　
　
　
○
江
藤
　
淳
編
『
朝
日
小
事
典
　
夏
目
漱
石
』
（
昭
和
Ω
年
6
月
、
朝
日
薪

　
　
　
　

平岡
　
　
戦
後
二
十
年
た
っ
た
段
階
で
や
は
り
研
究
史
に
も
自
覚
的
に
、
　
　
　
　
　
聞
社
）
。

　
　
　
　
　
　
　
作品
に
つ
い
て
ど
ん
な
細
部
も
見
逃
さ
な
い
で
い
こ
う
と
い
う
方
　
　
　
　
○
竹
盛
天
雄
編
『
夏
目
漱
石
必
携
』
（
昭
和
5
5
年
2
月
、
学
燈
社
）
。

　
　
　
　
　
　
　向
が
徐
々
に
で
き
つ
つ
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
竹
盛
天
雄
編
『
夏
目
漱
石
必
携
H
』
（
昭
和
5
7
年
5
月
、
学
燈
社
）
。



　
　
　○
古
川
　
久
編
『
夏
目
漱
石
辞
典
』
（
昭
和
5
7
年
1
1
月
、
東
京
堂
出
版
）
。
　
　
　
　
　
　
平
岡
　
　
現
在
の
漱
石
研
究
、
漱
石
論
と
い
う
の
は
、
た
い
へ
ん
な
活
況

　
　
　
〇
三

好行
雄
編
『
夏
目
漱
石
事
典
』
（
平
成
2
年
7
月
、
学
燈
社
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
か
、
量
的
に
も
す
ご
く
多
い
わ
け
で
す
。
わ
れ
わ
れ
も
そ

　
　
　
○
平岡
敏
夫
・
山
形
和
美
・
景
山
恒
男
編
『
夏
目
漱
石
事
典
』
（
平
成
1
2
年
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
を
す
べ
て
目
を
通
す
と
い
う
の
は
、
至
難
の
わ
ざ
に
な
り
つ
つ

　
　
　
　
7
月
、
勉
誠
出
版
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
状
況
は
い
つ
ま
で
続
く
の

　
　
　
○
今
西幹
一
企
画
　
佐
藤
裕
子
・
増
田
裕
美
子
・
増
満
圭
子
・
山
口
直
孝
編
　
　
　
　
　
　
　
　
か
、
ま
さ
に
ブ
ー
ム
で
は
な
い
か
。
ブ
ー
ム
と
い
う
の
は
、
消
え

　
　
　
　
『坊
っ
ち
ゃ
ん
事
典
』
〈
平
成
2
6
年
頚
月
、
勉
誠
出
版
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
か
ら
ブ
ー
ム
な
の
で
あ
る
以
上
、
こ
の
調
子
で
い
つ
ま
で
も
行

　
　
　
○原
武
　
哲
・
石
田
忠
彦
・
海
老
井
英
次
編
『
夏
目
漱
石
周
辺
人
物
事
典
』
　
　
　
　
　
　
　
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。
（
中
　
略
）

　
　
　
　
（平
成
2
6年
7
月
、
笠
間
書
院
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漱
石
の
研
究
の
歴
史
を
見
ま
し
て
も
、
上
が
り
下
が
り
が
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
し
、
ど
う
も
こ
の
状
況
を
相
対
化
で
き
る
目
を
私
た
ち
も
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
持
は
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　五
昭
和
五
〇
年
代
初
頭
　
　
　
　
　
　
　
相
原
磐
に
の
め
り
込
ん
で
し
琴
と
・
全
部
の
豊
が
そ
こ
に
あ

　
　
1
8
　昭
和
5
0
年
に
、
佐
藤
泰
正
・
越
智
治
雄
・
平
岡
敏
夫
・
高
木
文
雄
・
相
原
　
　
　
　
　
　
　
　
る
よ
う
な
感
じ
に
な
っ
て
し
ま
う
：
…
・
。
も
ち
ろ
ん
文
学
は
神
話

　
　
　
和
邦
［
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
］
日
本
文
学
⑭
『
夏
目
漱
石
』
（
昭
和
5
0
年
1
1
月
、
　
　
　
　
　
　
　
で
し
か
語
れ
な
い
と
い
う
の
も
事
実
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
漱
石
神

　
　
　
学
生
社
）
が
出
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
話
は
、
い
つ
も
大
き
く
つ
く
ら
れ
過
ぎ
る
面
が
あ
る
よ
う
に
思
い

　
　
　
佐
藤
泰
正
が
、
司
会
で
あ
る
。
第
一
章
「
作
家
漱
石
の
出
発
」
か
ら
、
第
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。

　
　
四章
「
『
道
草
』
か
ら
『
明
暗
』
へ
」
ま
で
、
ま
ず
参
加
者
の
「
報
告
」
が
あ
　
　
　
　
　
佐
藤
　
　
作
品
論
の
構
築
を
含
め
て
で
す
け
れ
ど
も
、
い
わ
ば
存
在
論
的

　
　
り
、
そ
の
後
、
長
い
討
議
が
な
さ
れ
る
。
『
座
談
会
明
治
文
学
史
』
が
、
＝
　
　
　
　
　
　
　
　
に
読
ま
れ
る
と
い
う
形
で
、
桶
谷
さ
ん
の
論
だ
と
か
、
そ
れ
か
ら

　
　
の

作
家

（項
目
）
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
［
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
］
日
本
文
学
⑱
　
　
　
　
　
　
　
柄
谷
行
人
さ
ん
、
あ
あ
い
う
優
秀
な
第
一
線
の
批
評
家
が
こ
ぞ
つ

　
　

『夏
目
漱
石
』
は
、
一
作
家
・
漱
石
だ
け
を
巡
っ
て
の
、
漱
石
研
究
の
専
門
家
　
　
　
　
　
　
　
　
て
漱
石
に
取
り
組
ん
で
い
る
し
、
（
中
　
略
）
や
は
り
知
識
人
の

　
　
に
拠
る
、
質
疑
の
一
冊
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
題
を
突
き
詰
め
て
い
こ
う
と
思
う
と
漱
石
に
取
り
組
ま
ざ
る
を

　
　
　
昭
和
5
0
年
、
漱
石
研
究
は
一
つ
の
「
達
成
」
を
迎
え
る
、
そ
の
「
緻
密
さ
」
　
　
　
　
　
　
　
得
な
い
。

　
　
に
於
い
て
、
そ
の
「
正
鵠
さ
」
に
於
い
て
、
そ
の
「
部
分
（
箇
所
・
作
品
〉
　
　
　
　
平
岡
　
　
こ
う
い
う
存
在
論
的
な
文
学
像
が
支
配
的
な
時
代
、
そ
し
て
ま

　
　
の
、
全
体
（
作
品
・
漱
石
全
体
）
へ
の
統
合
性
」
に
於
い
て
ー
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
、
そ
う
い
う
存
在
論
的
な
漱
石
像
の
支
配
的
な
時
代
と
い
う
の

5
1

　　
　
最
後
に
、
次
の
発
言
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
い
つ
ま
で
も
続
く
と
は
思
わ
れ
な
い
気
が
す
る
ん
で
す
が
。



泣

　
　
　
　佐
藤
　
　
そ
う
い
う
存
在
論
的
な
論
議
が
続
い
て
、
そ
れ
が
ま
た
お
さ
　
　
　
　
　
『
「
日
本
近
代
文
学
大
事
典
　
　
第
一
巻
」
人
名
（
あ
～
け
）
』
（
昭
和
5
2
年

　
　
　
　
　
　
　
ま
っ
て
ゆ
く
、
そ
こ
で
取
り
残
さ
れ
て
、
ま
た
そ
こ
に
立
っ
て
い
　
　
　
　
　
1
1
月
）
。

　
　
　
　
　
　
　
る
漱
石
像
と
は
何
か
と
い
う
問
題
が
、
あ
ら
た
め
て
出
て
ま
い
り
　
　
　
　
　
『
「
日
本
近
代
文
学
大
事
典
　
　
第
二
巻
」
人
名
（
こ
～
な
）
』
（
昭
和
5
2
年

　
　
　
　
　
　
　
ま
す
ね
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
月
）
。

　
　
　
古
井
由
吉
に
、
「
”
漱
石
〃
と
い
う
パ
ス
ポ
ー
ト
」
（
吉
本
隆
明
・
古
井
由
吉
　
　
　
　
　
『
「
日
本
近
代
文
学
大
事
典
　
第
三
巻
」
人
名
（
に
～
わ
ご
（
昭
和
5
2
年

　
　

「
〈
対
談
〉
漱
石
的
時
間
の
生
命
力
」
平
成
4
年
9
月
、
「
新
潮
」
）
と
題
さ
れ
た
　
　
　
　
　
1
1
月
）
。

　
　

発言
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
「
臼
本
近
代
文
学
大
事
典
　
第
四
巻
」
事
項
』
（
昭
和
5
2
年
1
1
月
）
。

　
　
　
　
こ
の
国
で
も
の
を
書
く
人
間
は
、
あ
る
年
齢
に
な
る
と
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
　
　
　
　
　
『
「
日
本
近
代
文
学
大
事
典
　
第
五
巻
」
薪
聞
・
雑
誌
』
（
昭
和
5
2
年
1
1

　
　
　
提
示
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
、
漱
石
に
つ
い
て
話
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
　
　
　
　
　
月
）
。

　
　
　
よ
う
で
す
ね
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
「
日
本
近
代
文
学
大
事
典
　
　
第
六
巻
」
索
引
そ
の
他
』
（
昭
和
5
3
年
3

　
　
こ
の
国
の
、
「
知
識
人
」
は
漱
石
に
つ
い
て
語
り
出
す
だ
ろ
う
、
あ
だ
か
も
自
　
　
　
　
　
月
）
。

　
　
己
が
知
識
人
で
あ
る
こ
と
の
「
存
在
証
明
」
と
し
て
、
俊
英
な
知
識
人
（
第
一
　
　
　
戦
後
か
ら
始
ま
っ
た
近
代
文
学
の
研
究
は
、
昭
和
3
0
年
代
の
助
走
期
、
4
0
年

　
　
線
の
批
評
家
）
で
あ
る
こ
と
の
「
明
証
」
と
し
て
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
の
興
隆
期
を
経
て
、
昭
和
駒
年
代
、
「
日
本
近
代
文
学
大
事
典
」
の
刊
行
を

　
　
　
存
在
論
的
漱
石
論
の
時
代
が
・
批
評
家
が
本
気
で
漱
石
と
対
峙
す
る
時
代
　
　
　
可
能
に
す
る
。
「
日
本
近
代
文
学
大
事
典
」
の
刊
行
は
、
こ
の
期
ま
で
の
、
日

　
　
が
、
確
実
に
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
近
代
文
学
に
対
す
る
「
研
究
」
の
、
蓄
積
の
総
体
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
国
文
学
研
究
と
は
、
従
来
「
古
典
」
研
究
の
謂
で
あ
っ
た
が
、
近
代
文
学
研

　
　
　
＊
昭
和
Ω
年
、
三
田
誠
広
の
『
僕
っ
て
何
』
が
、
芥
川
賞
に
な
る
。
　
　
　
　
　
究
の
「
学
の
自
立
」
が
言
え
る
出
来
事
で
あ
る
。

　
　
　
　
冒
頭
を
、
次
に
引
用
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
近
代
文
学
館
編
『
机
上
版
　
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
（
昭
和
弱
年
1
0
月
、

　
　
　
　
　

び
っ
し
り
と
蔦
が
絡
み
つ
い
た
図
書
館
の
（
中
　
略
）
そ
の
重
く
、
わ
　
　
　
講
談
社
）
が
あ
る
。
一
分
冊
で
あ
る
が
、
ポ
イ
ン
ト
（
活
字
の
）
が
小
さ
い
。

　
　
　
　

だ

かま
っ
た
よ
う
な
空
気
の
中
に
僕
が
い
る
。
僕
は
こ
こ
に
い
る
ー
ー
。

　
　
　
　
　
こ
こ
に
い
る
僕
と
は
何
だ
ろ
う
ー
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
9
　
昭
和
駿
年
に
、
監
修
　
津
田
青
楓
・
夏
目
純
一
『
夏
目
漱
石
遺
墨
集
』
全

　
　
　
存
在
の
基
盤
を
失
っ
た
、
「
青
春
」
が
描
か
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
巻
（
求
龍
堂
）
が
、
刊
行
さ
れ
る
。

　
　
　
＊
昭
和
閲
年
、
日
本
近
代
文
学
館
・
編
「
日
本
近
代
文
学
大
事
典
」
全
六
巻
　
　
　
　
『
「
夏
目
漱
石
遺
墨
集
　
第
一
巻
」
書
蹟
篇
』
（
昭
和
艮
年
5
月
）
。

　
　
　
　

（
講
談
社
）
が
、
刊
行
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
「
夏
目
漱
石
遺
墨
集
　
第
二
巻
」
書
蹟
篇
』
（
昭
和
製
年
1
1
月
）
。



　
　
　

『「夏
目
漱
石
遺
墨
集
　
第
三
巻
」
絵
画
篇
』
（
昭
和
斑
年
7
月
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
ー
論
、
語
り
論
、
読
者
論
、
文
化
記
号
論
な
ど
々
々
（
ー
必
ず
し

　
　
　

『「
夏目
漱
石
遺
墨
集
　
第
四
巻
」
絵
画
篇
』
（
昭
和
5
5
年
1
月
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
生
成
は
こ
の
順
番
で
は
な
く
、
前
後
し
並
列
し
な
が
ら
）
、
「
現

　
　
　

『「夏
目
漱
石
遺
墨
集
　
第
五
巻
」
書
簡
篇
』
（
昭
和
5
4
年
9
月
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
」
の
学
の
様
相
に
は
、
目
を
見
張
ら
れ
る
。
現
在
、
近
代
文
学
の

　
　
　

『「夏
目
漱
石
遺
墨
集
　
第
六
巻
」
書
簡
篇
』
（
昭
和
5
5
年
3
月
）
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
究
は
、
大
き
く
「
変
容
」
し
た
。

　
　
　　
　
巻
￥
2
0
，
0
0
0
の
、
大
部
な
『
遺
墨
集
』
で
あ
る
。
印
刷
も
鮮
明
で
　
　
　
　
　
　
　
書
名
は
、
「
近
代
化
と
学
問
」
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
「
日
本

　
　
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
代
文
学
」
に
関
す
る
、
「
近
代
」
の
学
（
漱
石
研
究
）
の
歴
史
の

　
　
　

小説
、
漢
詩
、
俳
句
、
英
詩
、
文
学
論
、
評
論
、
講
演
、
絵
画
、
書
蹟
、
書
　
　
　
　
　
　
確
認
で
あ
る
。
「
現
代
」
の
学
の
歴
吏
に
は
、
触
れ
て
な
い
。

　
　
簡
、
日
記
・
断
片
、
す
べ
て
が
漱
石
文
学
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
「
書
蹟
」
「
絵
　
　
　
　
　
　
　
最
後
に
、
私
の
好
き
な
言
葉
を
、
引
用
す
る
。

　
　
画
」
「
書
簡
し
と
、
小
説
以
外
の
漱
石
の
芸
術
表
現
様
式
の
総
体
と
、
向
き
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伝
統
と
は
惰
性
で
は
な
い
。
崎
彩
化
の
部
分
の
多
い
制
度

　
　
う
こ
と
が
可
能
態
と
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
様
式
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
時
代
に
お
い
て
薪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
（
未
　
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮮
で
あ
ろ
う
と
す
る
努
力
で
あ
り
、
そ
の
不
断
の
累
積
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
あ
る
い
は
時
代
を
挑
発
す
る
力
な
の
だ
。

　
　
　

＊
昭
和
6
4
年
（
1
9
8
9
年
）
1
月
7
日
、
天
皇
崩
御
（
8
6
歳
）
。
「
平
成
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
田
正
造
『
能
の
表
現
』
、
中
公
新
書
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ず

　
　
　
　
と
改
元
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
故
き
を
温
ね
て
、
新
し
き
を
知
る
と
言
う
。
近
代
文
学
の
研
究
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

には
、
殊
に
漱
石
研
究
の
専
門
家
に
は
、
新
し
い
こ
と
は
何
も
書
い

　
　
　
附
記
　
　
来
年
（
平
成
2
8
年
・
2
0
1
6
年
〉
は
、
漱
石
没
後
、
1
◎
0
年
　
　
　
　
　
　
　
て
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
漱
石
研
究
の
考
古
学
で
も
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
に
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
旧
態
依
然
の
中
に
、
「
時
代
を
挑
発
す
る
力
」
が
、
「
伝
統
の
継

　
　
　
　
　
　
　

せ
め

て昭
和
の
終
わ
り
ま
で
は
記
載
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
枚
数
　
　
　
　
　
　
　
承
」
が
、
認
識
出
来
れ
ば
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
と
時
間
が
尽
き
た
。
昭
和
5
4
年
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
の
出
来
事
（
＊
ア
ス
テ
リ
ス
ク
行
）
を
、
「
時
代
軸
」
の
指

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
の
最
後
1
0
年
は
、
書
い
て
い
な
い
。
だ
か
ら
現
在
ま
で
、
あ
　
　
　
　
標
と
し
て
、
入
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
と
4
0
年
間
が
あ
る
。
1
0
0
分
の
6
◎
の
報
告
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引
用
文
に
於
い
て
は
、
旧
漢
字
は
、
新
漢
字
に
改
め
た
と
こ
ろ
が

　
　
　
　
　
　
　

昭和
の
最
後
1
0
年
と
平
成
年
間
（
現
代
）
に
は
、
近
代
文
学
の
研
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
究
は
、
未
曾
有
の
「
う
ね
り
」
が
、
渦
巻
い
て
い
る
。
都
市
論
、

砧

　
　
　
　　
『
こ
、
ろ
』
論
争
、
テ
ク
ス
ト
論
、
フ
ェ
ミ
ズ
ム
ー
論
、
ジ
ェ
ン


